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自然劇場

　７月 25 日、村育成会主催の地域体験活
動が行われ、参加した子どもたちは樽川で
の水遊びや虫取りなどを楽しみました。

夏休みの思い出
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大地震が発生！
～その時、あなたはどうしますか～

９月１日は
防災の日です

　

大
正
12
年
９
月
１
日
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
大
惨
事
を
忘
れ

な
い
た
め
、
ま
た
、
こ
の
時
期
は
台
風
の
被
害
が
多
い
こ
と
か
ら
、
９
月
１
日
が

防
災
の
日
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
、
ま
ず
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
一
番
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
事
前
の
備
え
が
必
要
で
す
。
緊
急
避
難
グ
ッ
ズ
や
非
常
食
を
準
備
し

た
り
、家
族
で
安
否
確
認
の
方
法
や
集
合
場
所
な
ど
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
時
は
、
隣
近
所
や
地
域
な
ど
で
連
携
し
、
お
互
い
が

協
力
し
た
防
災
活
動
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
村
で
は
「
自
主
防
災
組
織
」

の
体
制
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
自
主
防
災
の
取
組
は
「
地
区
の
役
員
が
や
る

も
の
」
で
は
な
く
、
地
域
に
住
む
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
て
、
そ
こ
に
住
む
全
員

が
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
自
身
の
災
害
時
の
行
動
確
認
と
合
わ
せ
て

地
域
の
防
災
体
制
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。　

【
総
務
係　

内
線
１
０
６
】

村ぐるみ防災訓練
中止のお知らせ

自然劇場

議会だより
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　８月 29 日㈰に予定をして
いました村ぐるみ防災訓練は
8 月 2 日に北信圏域の新型コ
ロナウイルスの感染警戒レベ
ルが４に引き上げられたこと
から中止といたします。
　広報に同封の避難行動マ
ニュアルにより、それぞれの
ご家庭で災害時の避難行動を
確認し、災害に備えましょう。
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９月１日は防災の日です

　地震は突発的に発生する災害で、予測ができない分、普段から
の心構えと備えが非常に重要になります。
　また、近年全国各地で発生している土砂災害や浸水・洪水災害
にも十分注意が必要です。これらの災害は地震と異なり、前兆と
なる現象や指定河川の基準水位によって、ある程度の避難準備が
できます。村のハザードマップに、土砂災害警戒区域や浸水想定
区域が掲載されていますので、ご自宅が危険区域にあるかどうか
必ずご確認をお願いします。地震以外にも、危険区域にお住まい
の方は、大雨時など「どの
タイミングで」「どんな方法
で」「どこへ」避難するか避
難時の行動を整理しておき
ましょう。
※ハザードマップをお持ち
でない方は役場窓口で配布
しておりますのでお声かけ
ください。

　各ご家庭で災害時の事前チェックを

　災害用伝言ダイヤル「171」を活用しましょう

　災害用伝言ダイヤルは大規模な地震や風水害などの災害の発生
により、被災地への通信が増加し、つながりにくい状況になった
場合に提供が開始される録音伝言サービスです。

【携行品】
□携帯電話・充電器
□懐中電灯・ラジオ・予備電池
□現金・貴重品

（通帳・はんこ・健康保険証など）
□タオル
□汗ふきシート
□救急用品

（ばんそうこう・包帯・常備薬など）
□飲料水・食料（おやつなど）

【服装】
□動きやすい作業がしやすい服装
□スニーカーや長靴
□防寒着
□ヘルメット
□防災ずきん
□マスク
□軍手

【避難所用品】
□着替え
□毛布
□生理用品（おむつなど）

□スプーン・箸
□洗面用具
□ウエットティッシュ
□筆記用具
□コンタクトレンズ・眼鏡
□使い捨てカイロ・瞬間冷却剤
□アイマスク・耳栓
□化粧品
□粉ミルクや離乳食（赤ちゃん）
□入歯洗浄剤（高齢者）

①その場で
しゃがみ、姿
勢を低くして
（ドロップ）

②机の下など
に潜り、頭を
守り

（カバー）

③揺れが収ま
るまで 1 分間
程度待つ

（ホールドオン）

 地震のときに有効なシェイクアウト訓練

出典：効果的な防災訓練と防災啓発（シェイクアウト）提唱会議

さらに安心！
あると便利な携行品

非常持出品
リスト

　この訓練は、参加者が同じ時間に、家庭や職場などその時に
いる場所で、一斉に身を守るための行動をとる訓練です。いざ
という時に備えておきましょう。
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高橋由次（大町）

片所恵蔵（北鴨）

仲山ひろみ（中町）

会長
梅嵜行弘（南鴨）

会長職務代理
小松裕一（中町）

竹内芳次郎（内山） 山口眞廣（中島） 土屋晴茂（栄町）

浦山秀紀（庚） 石川和也（西町） 岡田ひろみ（和栗） 小池雅章（南鴨）

髙木茂実（中村） 竹内雅章（千石） 岩井明夫（西小路） 湯本正美（市之割）

勝山　正（糠千） 関　達夫（西町）

■敬称略

■敬称略

農業委員

農地利用最適化推進委員

　任期満了に伴う農業委員と農地利用最適化推進委員 ( 以下、推進委員 ) の改選が行われ、新たな農業委員
10 人と推進委員８人が選任されました。
　任期は、農業委員、推進委員ともに令和 3 年 7 月 20 日から令和 6 年 7 月 19 日までの 3 年間です。
　7 月 28 日に農業委員会臨時総会が開かれ、会長に梅嵜委員、会長職務代理に小松委員が選出されました。

【農林係　内線１３３】

農業委員会臨時総会の様子

新しい農業委員と
農地利用最適化推進委員が選任されました
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ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で

　
　
　

年
金
記
録
が
確
認
で
き
ま
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
ご
自
身
の
年
金
の
情
報
を
手
軽

に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
日
本
年

金
機
構
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
確
認
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
確
認
で
き
る
こ
と

・
ご
自
身
の
年
金
記
録
の
確
認

・
将
来
の
年
金
見
込
額
の
確
認

・
電
子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
閲
覧

・
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
各
種
通
知
書
な
ど

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

2021.8

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
　
　
　

      

発
行
は
お
済
み
で
す
か

　

村
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
必

要
と
な
る
顔
写
真
の
無
料
撮
影
な
ど
平
日

に
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
平
日
に
役
場
に
来
る
こ
と
が

難
し
い
方
に
は
、
時
間
外
予
約
窓
口
（
予

約
が
必
要
で
す
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
時
間
外
予
約
窓
口
開
設
日
時

　

８
月
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）

　

９
月
11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】

  
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

  
特
別
給
付
金
の
給
付
要
件
に
つ
い
て

　

国
の
「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」

に
つ
い
て
、
児
童
手
当
と
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
15
～
18
歳
の
お

子
さ
ん
の
み
養
育
さ
れ
て
い
る
世
帯
ま
た

は
公
務
員
の
方
に
つ
い
て
は
、
村
で
対
象

者
の
把
握
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
対
象

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子
育

て
支
援
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
該
当
要
件

①
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
手
当
を
受
け

た
公
務
員
の
方
で
、
市
町
村
民
税
均
等
割

が
非
課
税
の
方
。

②
平
成
15
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
児
童
の
み
を
養
育
し
て

い
る
世
帯
で
次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま

る
方
。

○
養
育
者
の
う
ち
、
主
た
る
生
計
維
持
者

が
令
和
３
年
度
市
町
村
民
税
均
等
割
が
非

課
税
で
あ
る
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
令
和
３

年
１
月
以
降
の
家
計
が
急
変
し
、
前
項
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　

不
明
な
点
は
、
子
育
て
支
援
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

     

既
存
住
宅
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
化

　
　
　
　
　
　

補
助
金
の
お
知
ら
せ

　

長
野
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
が
行
う
太

陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
池
の
設
置
を
応
援

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
対
象
と
な
る
要
件

　

ご
自
宅
の
既
存
住
宅
に
「
信
州
の
屋
根

ソ
ー
ラ
ー
認
定
事
業
者
」
に
よ
る
販
売
お

よ
び
施
工
で
あ
る
こ
と

◉
対
象
と
な
る
設
置
工
事

　

太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
池
を
同
時
に

設
置
ま
た
は
蓄
電
池
の
み
を
設
置

※
太
陽
光
発
電
設
備
は
10 　

kW
未
満
の
も

　

の
、
蓄
電
池
は
４
kW 

h
以
上
の
も
の

　

が
対
象
で
す

◉
補
助
金
額

　

１
戸
当
た
り
20
万
円
（
蓄
電
池
の
設
置

の
み
の
場
合
15
万
円
）

※
グ
ル
ー
プ
・
パ
ワ
ー
・
チ
ョ
イ
ス
（

共

　

同
購
入
事
業
）

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

◉
問
合
せ
・
申
込
み
先

　

北
信
地
域
振
興
局
環
境
課

　

電
話
０
２
６
９
（
２
３
）
０
２
０
２

◉
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.pref.nagano.lg.jp/

zerocarbon/jiritsu.htm
l

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
５
】

  

馬
曲
温
泉
い
き
い
き
デ
ー
運
行
日
程

　

馬
曲
温
泉
い
き
い
き
デ
ー
の
運
行
日
程

（
８
月
24
日
（

火
）

～
９
月
17
日
（

金
））
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
８
月

○
24
日
（

火
）

南
鴨
・
高
石
・
庚
・
市
之
割
・

　

西
小
路
・
中
島
・
部
谷
沢
・
原
大
沢
・

　

千
石
・
上
千
石
・
平
沢
・
馬
曲

○
27
日
（

金
）

糠
千
・
山
口
・
柳
久
保
・
大
町
・

　

中
町
・
西
町
・
池
の
平
・
ス
キ
ー
場

○
31
日
（

火
）

中
村
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷
・

　

北
鴨
・
内
山
・
栄
町

◉
９
月

○
７
日
（

火
）

糠
千
・
山
口
・
柳
久
保
・
大
町
・

　

中
町
・
西
町
・
池
の
平
・
ス
キ
ー
場

○
10
日
（

金
）

中
村
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷
・

　

北
鴨
・
内
山
・
栄
町

○
14
日
（

火
）

南
鴨
・
高
石
・
庚
・
市
之
割
・

　

西
小
路
・
中
島
・
部
谷
沢
・
原
大
沢
・

　

千
石
・
上
千
石
・
平
沢
・
馬
曲

○
17
日
（

金
）

糠
千
・
山
口
・
柳
久
保
・
大
町
・

　

中
町
・
西
町
・
池
の
平
・
ス
キ
ー
場　

※
各
地
区
の
乗
車
場
所
に
、
午
前
10
時
ま

　

で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ー
場

　

地
区
は
９
時
45
分
）。

※
池
の
平
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
ご
利
用
の

　

際
に
、
当
日
午
前
９
時
ま
で
に
馬
曲
温

　

泉
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】
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募　

集　

内　

容

◉
募
集
人
員

・
会
計
年
度
任
用
職
員
５
人
程
度

・
受
託
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
11
人
程
度

◉
募
集
期
間

　

８
月
16
日
（

月
）

～
９
月
15
日
（

水
）

ま
で

◉
作
業
内
容

・
村
道
の
冬
期
除
雪
準
備

・
村
道
除
雪

・
排
雪
作
業　

ほ
か

◉
雇
用
期
間

　

12
月
１
日（
水
）
～
令
和
４
年
３
月
31
日（
木
）

◉
応
募
資
格
及
び
条
件　

　

大
型
特
殊
免
許
及
び
車
両
系
建
設
機
械
の

技
能
講
習
を
終
了
し
て
い
る
方
も
し
く
は
令

和
３
年
11
月
19
日
（

金
）

ま
で
に
取
得
が
可
能

な
方

◉
提
出
書
類

・
申
込
書

・
運
転
免
許
証
の
写
し

・
車
両
系
建
設
機
械
の
技
能
講
習
修
了
証
の

　

写
し

・
履
歴
書
（
新
規
申
込
者
の
み
）

◉
募
集
案
内
・
申
込
書
の
配
付

　

建
設
課
農
村
整
備
係
（
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

【
農
村
整
備
係　

内
線
１
５
１
】

除雪オペレーター
募　集

　冬期間の村内道路の安全確保等のため、

除雪作業をしていただくオペレーターを募

集します。

一
足
早
く   

冬  

に
備
え
た
補
助
金
を
紹
介
し
ま
す

  

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
補
助
金

　

間
伐
材
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
長
野

県
産
の
木
材
等
の
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
購
入
す
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◉
補
助
の
条
件

○
木
島
平
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

○
県
内
に
事
業
所
ま
た
は
代
理
店
を
有
す

　

る
者
か
ら
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

○
長
野
県
産
材
の
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
を
使
用

　

す
る
こ
と　

ほ
か

◉
補
助
上
限
額

　

１
台
に
つ
き
10
万
円

◉
申
込
期
限

　

令
和
３
年
11
月
30
日
（
火
）

※
予
定
数
に
達
し
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

 

克こ
く
せ
つ雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
補
助
金

　

雪
下
ろ
し
に
よ
る
労
力
及
び
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
危
険
防
止
を
図
る
た
め
、
住

宅
を
克
雪
化
す
る
工
事
の
工
事
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

◉
融
雪
型　

　

住
宅
屋
根
に
融
雪
パ
イ
プ
等
融
雪
効
果

の
あ
る
施
設
を
設
置
す
る
。

○
補
助
率　

対
象
工
事
費
の
２
割

○
補
助
上
限
額　

60
万
円

◉
自
然
落
雪
型

　

住
宅
屋
根
の
雪
が
自
然
に
落
ち
る
屋
根

に
改
修
す
る
。

○
補
助
率　

対
象
工
事
費
の
２
割

○
補
助
上
限
額　

45
万
円

◉
雪
下
ろ
し
型

　

屋
根
に
命
綱
固
定
ア
ン
カ
ー
又
は
親
綱

を
設
置
す
る
。（
物
置
含
む
）

○
補
助
率　

対
象
工
事
費
の
５
割

○
補
助
上
限
額　

８
万
円

※
融
雪
型
及
び
自
然
落
雪
型
で
は
、
高
齢

　

者
世
帯
な
ど
の
場
合
に
補
助
率
・
限
度

　

額
が
か
さ
上
げ
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
農
村
整
備
係　

内
線
１
５
１
】
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く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会

◉
弁
護
士
の
無
料
相
談
が
で
き
ま
す

　

失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
・
家
庭
問
題

等
に
つ
い
て
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
保
健
師
に
よ
る
無
料

の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

に
よ
っ
て
は
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◉
日
に
ち　

９
月
２
、９
、
16
、
30
日
（
い

　

ず
れ
も
木
曜
日
）

◉
時
間
（
予
約
制
）

○
１
回
目　

午
後
２
時
～
３
時

○
２
回
目　

午
後
３
時
～
４
時

◉
場
所　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
飯
山
市
大
字
静
間
１
３
４
０
―

１　

　

県
飯
山
庁
舎
）

◉
予
約
方
法

　

相
談
希
望
日
の
前
週
金
曜
日
の
正
午
ま

　

で
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
予
約
先

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

　

支
援
課　

　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
６
１
０
４

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

     

９
月
10
日
～
16
日
は

　
　
　
　
　

     

自
殺
予
防
週
間
で
す

　

自
殺
す
る
原
因
に
は
、
心
身
の
健
康
に

関
わ
る
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
過
労
、
生

活
苦
、
育
児
や
介
護
疲
れ
、
い
じ
め
や
孤

立
な
ど
の
社
会
的
要
因
が
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
様
々
な
問
題

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
生
じ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
の
多
く
は
周
り
の
人
が
気
づ
き
、

支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
大
切
な
人
が
悩
み
を
抱

え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、
声
を
か

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
悩
み
を
う
ち
あ
け

て
く
れ
た
ら
、
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

じ
っ
く
り
話
を
き
い
て
、
相
談
窓
口
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
寄
り
添
い
、

あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
取
り
組
み
、
い
の
ち
を
支
え
、

自
殺
の
な
い
地
域
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◉
村
相
談
窓
口

○
健
康
相
談
・
介
護
相
談
（
月
１
回
午
前

　

９
時
～
11
時
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
健
康

　

福
祉
係
）

○
心
配
ご
と
相
談(

毎
月
第
１
水
曜
日
９

　

時
～
12
時
※
11
月
は
第
２
水
曜
日
、
保

　

健
セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ビ
リ
室
、
木
島
平
村

　

社
会
福
祉
協
議
会
）

※
こ
の
ほ
か
、
随
時
保
健
師
が
相
談
に
乗

　

り
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
６
】

シ
リ
ー
ズ　

コ
ミ
ス
ク
⑤

　

７
月
15
日
、
第
二
回
学
校
運
営
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
活
動
内
容
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
第
10
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

研
修
会
in
木
島
平
」
の
実
施
に
つ
い
て

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
半
日
開
催
に
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日

は
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
々
の
参
加

は
避
け
、
事
前
収
録
し
た
木
島
平
小
中

学
校
・
下
高
井
農
林
高
等
学
校
・
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
取
り
組
み
の
発

表
と
、
村
長
が
参
加
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
二
部
構
成
で
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。当
日
の
様
子
は
、

ふ
う
太
ネ
ッ
ト
で
放
映
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
学
四
年
生
の

　
　

宿
泊
体
験
学
習
の
中
止
に
つ
い
て

　

９
月
10
・
11
日
（
金
・
土
）
の
１
泊

２
日
の
日
程
で
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、中
止
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

学
校
を
通
じ
て
保
護
者
の
皆
様
へ
連
絡

い
た
し
ま
す
。

  

学
校
活
動
支
援
部
、

  

地
域
活
動
推
進
部
の
活
動
に
つ
い
て

　

し
め
縄
づ
く
り
な
ど
今
の
親
世
代
で

は
分
か
ら
な
い
技
術
や
知
識
の
伝
承
、

地
域
が
子
ど
も
た
ち
に
教
え
た
い
こ
と
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
か
ら
学
び
た
い
こ

と
な
ど
の
橋
渡
し
を
協
議
会
と
し
て
や

っ
て
い
き
た
い
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

育
成
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
少
し
危

険
な
こ
と
や
怖
さ
も
伝
え
た
い
と
い
う
意

見
、
子
ど
も
カ
フ
ェ
で
は
若
い
世
代
や
男

性
の
参
加
が
少
な
い
と
い
う
意
見
、
子
ど

も
た
ち
が
将
来
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る

地
域
づ
く
り
を
し
た
い
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
予
定
時
間
を

超
え
て
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

※
保
育
園
・
小
中
学
校
の
教
育
活
動
へ

の
協
力
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
子
育
て
支
援
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
１
】

ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う
！
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昭
和
７
年
の
満
州
国
建
国
直
後
か
ら
昭

和
20
年
の
敗
戦
ま
で
の
14
年
間
に
、
日
本

全
国
か
ら
約
27
万
人
も
の
人
た
ち
が
満
蒙

開
拓
団
と
し
て
旧
満
州
に
渡
り
ま
し
た
。

農
業
移
民
で
あ
る
と
当
時
に
旧
満
州
の
防

衛
等
の
役
目
も
持
た
さ
れ
て
、
国
策
と
し

て
強
力
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

長
野
県
か
ら
は
全
国
最
多
の
約
３
万
３
千

人
が
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
木
島
平
村
か

ら
も
２
４
８
人
が
旧
満
州
に
渡
り
、
多
く

の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

20
年
程
前
、
同
和
教
育
推
進
教
員
と
し

て
木
島
平
村
雪
ん
子
解
放
子
ど
も
会
を
担

当
し
て
い
た
時
、
開
拓
団
の
一
員
と
し
て

旧
満
州
に
行
か
れ
た
経
験
の
あ
る
高
山
す

み
子
さ
ん
（
故
人
）
に
お
出
で
い
た
だ
き
、

ご
自
身
の
体
験
を
中
学
生
会
員
の
子
ど
も

た
ち
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

　

耳
を
疑
う
よ
う
な
悲
惨
な
事
実
を
お
聴

き
し
た
こ
と
を
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え

て
い
ま
す
。
自
ら
の
手
を
く
だ
し
て
最
愛

の
わ
が
子
の
命
を
奪
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
多
く
の
仲
間
が
先
を
争
う

よ
う
に
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
集
団
自
決
の

こ
と
、
ソ
連
軍
に
よ
る
酷
い
日
本
人
の
集

団
処
刑
の
場
面
を
見
た
時
の
こ
と
な
ど

を
、
深
い
悲
し
み
と
共
に
涙
な
が
ら
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昨
年
は
阿
智
村
に
あ
る
「
満

蒙
開
拓
平
和
記
念
館
」
を
訪
れ
る
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
木

島
平
中
学
校
の
３

年
生
の
平
和
学
習

に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
来
村
い

た
だ
い
た
館
長
さ
ん
か
ら
お
話
を
聴
く
機

会
に
恵
ま
れ
、
改
め
て
満
蒙
開
拓
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
の
言
葉
や
指
摘
が
強
く
心
に
残
り
ま

し
た
。

１　

 「
歴
史
を
直
視
し
、
歴
史
か
ら
学

　

ぶ
」
と
い
う
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と

　

が
大
切
で
あ
る
。「
満
蒙
開
拓
と
は
い
っ

　

た
い
何
だ
っ
た
の
か
？
」「
な
ぜ
、
こ

　

の
よ
う
な
悲
惨
な
こ
と
が
起
き
て
し

　

ま
っ
た
の
か
？
」「
な
ぜ
国
策
と
し
て

　

進
め
ら
れ
た
の
か
？
」
等
の
視
点
か
ら

　

満
蒙
開
拓
を
振
り
返
り
、
考
え
る
こ
と

　

が
、
２
度
と
過
あ
や
ま
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
こ

　

と
に
つ
な
が
る
。

２　

 「
戦
争
」
や
「
歴
史
」
に
つ
い
て
学

　

ぶ
と
き
、「
他
人
事
」
で
は
な
く
「
自

　

分
事
」
と
し
て
考
え
て
み
る
姿
勢
で
臨

　

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。　

３　

な
ぜ
、
長
野
県
に
は
満
蒙
開
拓
団
の

　

悲
惨
な
事
実
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
か

・
あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
事
実
や
体
験
で

　

あ
っ
た
の
で
、
地
域
の
歴
史
の
タ
ブ
ー

　

と
さ
れ
た
た
め

・
加
害
の
歴
史
に
向
き
合
う
こ
と
へ
の
抵

　

抗
感
が
あ
っ
た
た
め

４　

事
実
を
先
に
知
っ
た
者
の
社
会
的
責

　

任
は
、
そ
れ
を
次
の
人
に
伝
え
る
こ
と

　

で
あ
る
。
あ
る
ア
ジ
ア
青
年
の
言
葉
と

　

し
て
紹
介
さ
れ
た
「
日
本
人
は
信
用
で

　

き
な
い
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
侵
略
し
た

　

か
ら
で
は
な
く
て
、
今
の
日
本
人
が
か

　

つ
て
の
歴
史
を
知
ろ
う
と
し
な
い
か

　

ら
」
と
い
う
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん

　

で
し
た
。

５　

本
質
を
見
抜
く
目
を
持
ち
、
信
念
を

　

持
っ
て
国
策
に
反
対
し
た
大お

お

下し
も
じ
ょ
う条
村

　

の
佐
々
木
忠た
だ
つ
な綱

村
長
の
よ
う
な
人
が
い

　

た
。
ま
た
、
戦
後
、
開
拓
団
の
人
た
ち

　

が
帰
国
す
る
た
め
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
直
訴
す

　

る
等
、
命
が
け
で
活
動
し
た
飯
山
市
富

　

倉
出
身
の
丸
山
邦く
に
お雄

さ
ん
の
よ
う
な
人

　

が
い
た
こ
と
を
覚
え
て
お
き
た
い
。

　

か
つ
て
何
が
あ
っ
た
の
か
を
知
り
、
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
今
を

担
う
私
た
ち
大
人
の
責
任
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
に
事
実
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ

　
～
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
満ま

ん
も
う蒙

開
拓
に
寄
せ
て
～

                  

木
島
平
村
人
権
推
進
室
　
山
屋  

秀ひ
で
お夫

平成 12 年５月 25 日　木島平村雪ん子解放子ども会の解放学習に高山すみ

子さんを招き、中学生会員に旧満州での体験を語っていただいたときの様子

満蒙開拓平和記念館長の寺沢秀文

さんの話を聞く中学生
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2021.8

　 自衛官募集のお知らせ

年会費　２，０００円

【政策情報係　内線１１５】「ふるさと応援団木島平会」会員募集

◉防衛大学校学生
◇資格　　高卒〈見込含む〉21 歳未満の者
◇受付　　推薦・総合選抜　９月５日㈰～ 9 月10日㈮
　　　　　一般　7 月1日㈭～10 月27日㈬
◇試験日　 推薦　９月25・26日（土・日）
　　　　　総合選抜    1 次：9 月25日㈯
　　　　　　　　　　2 次：10 月30・31日（土・日）
　　　　　一般  １次：11 月６・７日（土・日）
　　　　　　　  2 次：12 月7日㈫～11日㈯の指定日
◉防衛医科大学校医学科学生
◇資格　　高卒〈見込含む〉21 歳未満の者
◇受付　　7 月1日㈭～10 月13日㈬
◇試験日　 1 次：10 月23日㈯
　　　　　2 次：12 月15日㈬～17日㈮の指定日
◉防衛医科大学校看護学科学生
◇資格　　高卒〈見込含む〉21 歳未満の者
◇受付　　7 月1日㈭～10 月６日㈬
◇試験日　 1 次：10 月16日㈯
　　　　　2 次：１１月27・28日（土・日）の指定日
◉問合せ　自衛隊長野地方協力本部　電話 026（235）6026
　　　　　　　　　　　　【生活環境係　内線１２１】

【トラブルの事例】
　「実質無料　初回送料のみ５００円」と書かれた
広告を見て申し込み、届いた商品に同封されていた
書類を確認すると、５回分（１回５，０００円）の
受け取りが条件となっている定期購入だったことが
分かった。
【アドバイス】
　１回だけのつもりで申し込んだが、複数回の購入
が条件だったという定期購入に関する相談が多数寄
せられています。注文する際には、定期購入が条件
となっていないか、支払うことになる総額はいくら
かなど、契約内容をしっかりと確認しましょう。
　契約内容は、「実質無料」などの目立つ表示と離
れた場所に表示されていたり、小さい字で書かれて
いたりすることがあるため注意が必要です。
　消費者トラブルでお困りの際は消費生活センター
にご相談ください。
【北信消費生活センター　電話 026（217）0009】
　（相談時間　平日８:30 ～ 17:00）
　　　　　　　　　　　　【生活環境係　内線１２１】

契約内容をよく確認して
定期購入トラブルに注意しましょう （年齢は令和４年４月１日現在）

　ふるさと応援団木島平会は、木島平村出身者と木島平村を応援していただける方で組織されており、現在の
会員数は約 200 名です。ふるさと木島平村の応援を目的に、平成 14 年に発足し、日頃から木島平村を想い
ながらＰＲ活動などをしています。また、村と連携しながら会員同士の交流と親睦を深めているほか、毎年総
会や新年会等を開催し、関係者との交流も行っています。
　年会費や、会員特典は次のとおりですので、ご家族やご親戚、お知り合いの方にご紹介いただき、入会を希
望される場合は、総務課政策情報係までご連絡ください。

  【会員特典】
　①やまびこの丘公園・にこにこファーム（入園無料）

　②馬曲温泉望郷の湯（入浴料大人 100 円引）

　③パノラマランド木島平（宿泊料 1 割引・入浴料 50 円引）

　④木島平観光㈱ 商品券 1,000 円分贈呈

　⑤会報及び村広報誌の発送（月１回）
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健　康

だより

食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

管理栄養士
山田郁

あ や な

奈

健康福祉係
内線１２７

家庭でできる食中毒予防６つのポイント

　時には命にもかかわる食中毒を防ぐために、これからの季節は次のことを意
識してみましょう。

夏から秋の暑い時期は食中毒の多い季節です

　食中毒予防は衛生管理が第一ですが、普段からの体調管
理も重要なポイントです。
　栄養バランスの良い食事と睡眠時間の確保、適度な運動
を心掛け、ストレスを溜めない生活を心がけましょう！

　消費期限などの表示をチェックしましょう。肉や魚などの生鮮食品
や冷凍食品はレジに並ぶ直前に買い、なるべく保冷剤 ( 氷 ) を利用し
ましょう。

　帰ったらすぐに冷蔵庫に入れましょう。冷蔵庫の冷却効果を高める
ために入れる量は容量の７割程度にして、肉、魚は汁漏れ防止のため
ビニール袋や容器に入れて保存をしましょう。

食品を購入するときは

家庭での保存方法

　加熱は十分にしましょう。( 目安は中心部分の温度が 75℃で 1 分間以上 )
電子レンジで調理する場合は、均一に加熱されるようにしましょう。調理を
途中で止めるときは、食材は冷蔵庫に入れておきましょう。

　食事の前には必ず手を洗いましょう。盛り付けに使う器具や食器は清潔
なものを使いましょう。

　時間が経ちすぎたり、ちょっとでも怪しいと思った食材は捨てましょう。
保存するときは清潔な容器に入れて、早く冷えるように小分けにしましょう。

調理するときの注意

食事をするときは

残ってしまった食品は

　冷凍食品の解凍は常温ではなく、冷蔵庫でしましょう。肉、魚は生で食
べるものから離しておきましょう。生ゴミやトレイなどはこまめに捨てる。
包丁・まな板・ふきんは洗ってから消毒するとさらに清潔になります。

料理前の下準備



　

セ
ッ
ト
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た
。
保

健
補
導
員
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
を

守
る
た
め
に
健
診
の
受
診
勧
奨
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

健
診
は
、病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

予
備
軍
の
段
階
で
異
常
を
発
見
し
、
生

活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
病
気
の

重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
医
療
費

を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
現

在
通
院
中
の
方
も
治
療
中
の
病
気
以
外

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
し
、
何

よ
り
も
生
活
習
慣
改
善
が
病
気
の
回
復

や
新
た
な
病
気
の
発
症
予
防
に
役
立
ち

ま
す
。
定
期
的
に
医
療
機
関
に
か
か
っ

て
い
る
か
ら
健
診
は
受
け
て
い
な
い
と

い
う
方
も
、
今
年
は
、
ぜ
ひ
自
分
の
身

体
と
向
き
合
う
時
間
を
作
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？

　

ま
た
、
が
ん
検
診
は
ど
の
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
で
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
検
診
料
金
も
３
割
し
か
自

己
負
担
が
な
い
の
で
と
っ
て
も
お
得
で

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
け
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
　
　
（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
６
】

11

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　お困りの際は地域包括支援センターへご相談ください。
　★健康福祉係　内線 126・127
　★直通電話　　0269（82）4771

　登録している高齢者の方（利用者）が徘
はいかい

徊により行方不明になった際に、地域のみなさん（支援者）
が協力して見つける仕組みです。支援者の方は現在１６６名いらっしゃいます。
　おじいちゃんが知らない間に外出し、どこに行ったのかわからなくなった…。道に迷うことが多く
なった…。そんな心配がある方は、利用者登録をおすすめします。登録料及び利用料は無料です。登
録されていれば、緊急時に短時間で情報共有ができ、より早期の発見につながります。

高齢者等あんしん見守りネットをご存じですか

地域包括支援センター

2021.8

包括だより

木島平村地域包括支援センター

　施設検診が 7 ～ 10 月まで受診できます。
集団検診を受けそびれてしまった方など、
今年度子宮がん検診を希望される方は、健
康福祉係までご連絡ください。

　セット健診では、会場への行き来が困難
な方のために送迎もしています。
　健診日前日までに（平日のみ受付）健康
福祉係へご連絡ください。

　各種健 ( 検 ) 診の受診等で健康ポイント
を貯めましょう。100 ポイントで 500 円
分のふう太の商品券に交換できます。

＊行方不明の方を探していただく支援者を募集＊
　高齢者等あんしん見守りネットにご協力いただける方（個人、事業所など）を募
集しています。行方不明者が発生した際にはその方の情報が、情報配信センターか
らＥメールまたはファックスで配信されますので、可能な範囲で捜索に協力をお願
いします。登録など、詳しくは地域包括支援センターまでご連絡ください。

子宮がん検診  まだ間に合います！

受けて貯めよう  健康ポイント！
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

駐 在 所
だ よ り

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
木
島
平
村
内
で

は
特
殊
詐
欺
被
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。
最
近
の
傾
向
か
ら
詐
欺
の
手
口
を

知
っ
て
今
後
も
被
害
に
遭あ

わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◉
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が
急
増
！

「
電
話
で
お
金
の
話
が
出
た
ら
そ
れ
は

詐
欺
」

　

県
下
で
は
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が
６
月

だ
け
で
11
件
発
生
し
、
令
和
３
年
６
月

現
在
で
合
計
17
件
の
発
生
と
な
り
、
合

計
被
害
額
は
３
５
５
０
万
円
に
も
上
り

ま
し
た
。

○
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
手
口
と
キ
ー
ワ
ー
ド

・
犯
人
の
電
話
は
、
自
宅
の
固
定
電
話

に
か
か
っ
て
き
ま
す
。

・
息
子
や
孫
な
ど
の
親
族
や
医
療
機
関

職
員
、
警
察
官
な
ど
を
装
い
ま
す
。

・
口
実
と
し
て
、「
携
帯
電
話
や
財
布

が
入
っ
た
カ
バ
ン
を
置
き
忘
れ
た
」「
会

社
に
損
害
が
出
る
」「
至
急
、
お
金
を

　

現
在
は
、１
年
次
の
学
校
設
定
科
目「
カ

ル
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
農
耕
）」
３
単
位
と
、

３
年
次
の
放
課
後
等
を
使
っ
た
進
路
補
習

に
お
い
て
義
務
教
育
段
階
の
学
び
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
２
年
次
は
何
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
３
年
間
通
し
て
基
礎

学
力
を
身
に
付
け
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
実
感

さ
せ
て
社
会
に
送
り
出
す
た
め
、
新
学
科

で
は
１
年
次
に
「
北
信
州
学
」、
２
年
次

は
「
カ
ル
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」、
３
年
次
は

放
課
後
等
の
進
路
補
習
と
、
教
育
課
程
を

再
編
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
く
ら
科
目

等
を
設
置
し
て
も
、
向
学
気
風
の
向
上
を

図
ら
な
け
れ
ば
「
絵
に
描
い
た
餅
」
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年

度
の
１
年
生
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
個
々
で

購
入
し
て
も
ら
い
、
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を

活
用
し
、
解
る
喜
び
を
実
感
し
て
も
ら
う

学
び
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
ア
レ
チ

ウ
リ
」
の
他
に
、
木
島
平
村
の
支
援
を
い

た
だ
き
今
年
度
か
ら
「
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ

ラ
シ
」
の
駆
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
駆
除
活
動
の
際
に
生
育
場
所
を

記
録
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
て
２
年

生
が
生
育
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
６

月
25
日
に
日
䑓
村
長
を
訪
ね
、
確
認
し
た

特
定
外
来
生
物
の
生
育
実
態
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
際
に
村
と
し
て
協
力

を
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
後
は

木
島
平
村
だ
け
で
な
く
、
飯
山
市
に
お
い

て
も
特
定
外
来
生
物
「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
」「
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
」
な
ど
の
駆

除
活
動
を
通
じ
て
生
育
マ
ッ
プ
を
作
成
し

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
、
末
永

く
北
信
州
の
原
風
景
を
残
せ
る
よ
う
に
活

動
の
充
実
・
推
進
を
図
り
、
郷
土
を
愛
す

る
人
を
育
て
ま
す
。

　

部
員
は
現
在
４
名
、
練
習
は
月
～
金
の

放
課
後
に
行
っ
て
い
ま
す
。
種
目
は
全
員

が
長
距
離
で
、
個
々
で
練
習
を
工
夫
し
て

走
っ
て
い
ま
す
。
大
会
等
で
は
１
５
０
０

ｍ
や
５
０
０
ｍ
に
出
場
し
て
い
ま
す
が
、

走
る
た
び
に
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
、
そ

れ
が
自
信
に
繋
が
り
、
日
々
の
練
習
に
一

層
集
中
し
て
取
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
５
月
に
開
催
さ
れ

た
北
信
総
体
を
機
に
３
年
生
は
引
退
す
る

と
こ
ろ
で
す
が
、「
こ
の
ま
ま
で
は
終
わ

れ
な
い
」
と
さ
ら
な
る
目
標
を
立
て
、
わ

ず
か
で
も
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
10
月

末
に
開
催
予
定
の
県
高
等
学
校
駅
伝
競
走

大
会
を
最
後
の
舞
台
に
し
た
い
と
い
う
の

で
す
。
駅
伝
に
出
場
す
る
に
は
助
っ
人
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
他
の
ク
ラ
ブ
の
３
年

生
の
引
退
後
に
声
が
け
し
、
皆
で
陸
上
生

活
を
締
め
く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「地域創造農学科」
での基礎学力の習得

地域に密着した学び②

陸上部の活動紹介

特
殊
詐さ

ぎ欺
に
ご
注
意
を
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若槻 徳
のりみち

道
巡査部長

木 島 平 村
駐 在 所

用
意
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
言
っ
て
不

安
を
あ
お
り
ま
す
。

◉
還
付
金
詐
欺
の
被
害
が
頻
発
！

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
介
護
保
険
料
の
返
金
は

受
け
取
れ
ま
せ
ん
」

　

還
付
金
詐
欺
被
害
が
毎
月
頻
発
し
、

前
年
同
期
比
５
０
０
％
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

○
還
付
金
詐
欺
の
手
口
と
キ
ー
ワ
ー
ド

・
犯
人
の
電
話
は
、
自
宅
の
固
定
電
話

に
か
か
っ
て
き
ま
す
。

・
役
場
職
員
や
金
融
機
関
職
員
を
装
い

ま
す
。

・
口
実
と
し
て
、「
介
護
保
険
料
の
返

金
が
あ
り
ま
す
」「
今
月
が
支
払
期
限

で
す
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
が
で
き
ま

す
」
な
ど
と
言
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導

し
ま
す
。

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
、
携
帯
電
話
を
つ
な
い

た
だ
ま
ま
、Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
ら
れ
、

被
害
に
遭
い
ま
す
。

◉
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
電
話
対
策
を

・
在
宅
時
も
留
守
番
電
話

・
迷
惑
電
話
防
止
機
器
の
活
用

そ
の
他
、
長
野
県
警
で
は

様
々
な
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

2021.8

飯　山　市
松田華音ピアノ・リサイタル ナイトゴンドラツアー

　６歳で芸術王国ロシアに渡り、2019 年 6 月にはモ
スクワ音楽院を首席で卒業、現在モスクワ音楽院大学
院に在学中。国内外のオーケストラと共演を重ね、世
界を舞台に活躍する美しき天才による華麗なる演奏に
ご期待ください。
◉日時　10 月 24 日㈰　開場 13:30　開演 14:00
◉場所　飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
◉入場料　一般 2,000 円　高校生以下 1,000 円
　　　　　（全席指定・未就学児入場不可）
◉チケット発売日
　８月 21 日㈯
◉主催
　飯山市／飯山市教育委員会
◉プレイガイド・問合せ　
　飯山市文化交流館なちゅら　
　電話 0269(67)0311
　  （※火曜日休館）

・ご来館当日はご自宅で検
温し、発熱や咳・咽頭痛な
ど風邪症状のある方、体調
の優れない方は来館を控え
てください。

・施設内では鑑賞中および
休憩中も含めて、必ずマス
クの着用をお願いします。

野沢温泉村

　

岳
北
消
防
本
部
で
は
、
聴
覚
、
言
語
機

能
に
障
が
い
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利
用
し
て
１
１
９
番

通
報
が
で
き
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ

Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
）
の
運

用
を
、
令
和
３
年
７
月
１
日
よ
り
開
始
し

ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
音
声
で
の
会
話
が

困
難
な
方
が
、い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
、

音
声
に
よ
ら
な
い
チ
ャ
ッ
ト
形
式
で
通
報

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

◉
登
録
方
法

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、

「r.gakuhoku@
net119.speecan.jp

」

へ
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◉
問
合
せ　

岳
北
広
域
行
政
組
合

　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
０
１
１
９

　野沢温泉のロマンチックな夜景と星空を、ナイトゴ
ンドラで楽しみませんか。
◉期間　８月７日㈯、８日㈰、11 日㈬、12 日㈭、
13 日㈮、14 日㈯、21 日㈯、28 日㈯
９月４日㈯、11 日㈯、18 日㈯、19 日㈰、25 日㈯
◉時間 上り線　午後７時３０分～８時００分
 下り線　午後９時００分～９時３０分
 ※午後８時～９時運行停止
◉料金 おとな 3,000 円　こども 2,000 円

（ゴンドラ往復・ソフ
トドリンク・ガイド含）
◉問合せ　株式会社
野沢温泉（野沢温泉
スキー場）
電話 0269(85)3166

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た

©Ayako Yamamoto

登録メール
送信用



８月
15

日
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
臨
時
窓
口　

９
時
～
12
時

16

月

17

火

18

水
　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

14
時
～

19

木

20

金
　

木
島
平
中
学
校
始
業
式

21

土
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
研
修
会　

９
時
～

22

日
　

家
庭
の
日

23

月
　

木
島
平
小
学
校
始
業
式

24

火

25

水
　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
30
分
～

　

農
業
委
員
会
総
会　

13
時
30
分
～

26

木
　

議
会
９
月
定
例
会
（
～
９
月
17
日
）

27

金

28

土

29

日

30

月

31

火

村
税
等
口
座
振
替
日

村税等の口座振替日は８月 25 日㈬です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

社協関係の行事は 29 ページ
「社協の予定」をご覧ください。

生ごみを 捨てる前には
ギューっと ひと絞り

もったいない情報

【生活環境係 内線１２１】

エコパーク寒川
燃える

ごみ処分量
令和３年７月 令和２年７月 前年同月比

68,670kg 74,130kg 93%

燃えない
ごみ処分量

令和３年７月 令和２年７月 前年同月比

3,460kg 4,230kg 82%

　燃えるごみ処分量を減らしましょう

　分別収集とリサイクルにご協力ください。

　ルールを守り、 気持ち良くゴミを出しましょう。

きちんと分別
燃やせるごみと 資源ごみ

譲ります
・洋服タンス（６段）
・ドレッサー（鏡台）
・テレビボード（幅 100cm ×高さ 200cm）
・ビニールハウス用パイプ ( 高さ 55cm ×長さ 300cm)

譲ってください
・アルミ製手押し除草機（2 条押し、水田用）
・農業用ハウスパイプ支柱 ( 高さ 180cm 程度 )

譲りたい、譲ってほしい品物がある方は、ご連絡く
ださい。掲載から３か月以上経過したものはふう太
ネットでご確認ください。

「子どもの人権１１０番」強化週間

※政策情報係では広報誌に掲載する有料広告を募集しています。
【政策情報係　内線１１４】

有 

料 

広 

告

　８月27日㈮～９月２日㈭は、全国一斉「子どもの
人権１１０番」強化週間です。強化週間中は、通常の
時間帯を延長して、学校における「いじめ」や家庭
内における「虐待」など、子どもをめぐる様々な相談
を受け付けています。
◉電話　０１２０（００７）１１０（全国共通・無料）
◉受付時間　午前８時 30 分～午後 7 時 00 分
※土・日曜日は午前 10 時 00 分～午後 5 時 00 分
※通常時は平日
   午前８時 30 分～午後 5 時 15 分

【人権推進室　0269(82)2041】

14

村
税
等
納
期
限
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９月
1

水
　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
12
時

　

選
挙
管
理
委
員
会
定
例
会　

18
時
～

　

木
島
平
中
学
校
自
主
公
開
学
習
検
討
会　

９
時
45
分
～

2

木

3

金

4

土

5

日
　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
11
時
45
分

6

月

7

火

8

水
　

議
会
９
月
定
例
会
一
般
質
問
（
～
９
日
）　

10
時
～

9

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

10

金

11

土
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
臨
時
窓
口　

９
時
～
12
時

12

日
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
臨
時
窓
口　

９
時
～
12
時

13

月

14

火

15

水

広
報
配
布
日

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 23 野沢温泉村 0 0 16 その他 0 0 ２

飯山市 ０ 4 84 栄村 0 0 9 《合計》 ０ 4 134

件 件 件 件 件件 件件 件７月の出動件数（岳北消防本部）

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉四種混合：８月 30 日㈪
◉日本脳炎１期初回２回目：９月１日㈬
　対象：平成 30 年３月～８月生

うまれ

◉ビフ・肺炎球菌・ロタウイルス
　　　　　　　　　：９月６日㈪
　ロタウイルスの対象
　　　　：令和３年３月～６月生
◉日本脳炎１期追加
　延期します。ご注意ください。

日にち：９月16 日㈭
場所：木島平村診療所
受付：11：30 ～ 11：45
対象：令和３年２月生

日時：９月９日㈭ 9：00 ～ 11：00
場所：保健センター

日時： ９月１４日㈫ 14：30 ～ 15：00
場所：保健センター
対象：平成 30 年３月～９月生

　子育て中の保護者同士の交流・ふ
れあいの場として、地域の子育て家
庭に、おひさま保育園のプレイルー
ムを開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：30 ～ 11：30
場所：おひさま保育園プレイルーム

予 防 接 種 子ども健康相談

見逃すな 小さな火の子 かくれんぼ

【８月 20 日㈮～９月 19 日㈰】

場所：おひさま保育園プレイルーム
◉８月 24 日㈫　9：45 ～
　親子ふれあい遊び（制作）
　季節に合わせた楽しい制作をしま
　す。何を作るかはお楽しみ。
◉８月 31日㈫　9：45 ～
　親子ふれあい遊び（運動）
　保育園の遊具を使ってサーキット
　などをします。体を動かして遊び
　ましょう。
◉９月７日㈫　9：45 ～
　ケヤキの森公園で遊ぼう！
　水筒やベビーカー等をお持ちくだ
　さい。
◉ 9 月14 日㈫　10：00 ～
　薬剤師さんのお話を聴こう！
　薬の飲ませ方などについて、お話
　を聴きます。

おひさま広場

おひさま教室

新型コロナウイルス感染症の
影響など行事等が変更となる
場合があります。

く人
権
か
る
た

る
し
く
な
い
よ  

こ
こ
に  

ぼ
く
が  

い
て
あ
げ
る

BCG 予防接種

３歳児視機能検査



一般質問の要旨は、質問者自らでまとめています。
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令
和
３
年
６
月
第
２
回
定
例
会

   

行
政
事
務
一
般
質
問
　

６
月
９
日
、
10
日

村
政
に
対
し
て
８
人
の
議
員
が
質
問

し
ま
し
た
。

わ
れ
、
そ
の
結
果
を
反
映
し
た
村
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
地
域
住
民
へ
周

知
す
る
。

質　

問

①
長
野
県
下
水
道
公
社
へ
一
括
管
理
で

の
委
託
の
目
的
は
。

②
委
託
料
８
０
０
万
円
が
上
乗
せ
に
な

り
、
使
用
料
か
ら
賄
わ
れ
て
い
る
。

令
和
２
年
度
の
予
算
・
事
業
計
画
に

対
し
て
の
実
績
、
費
用
対
効
果
は
。

③
一
括
管
理
で
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
、
改
善
す
べ
き
点
等
は
。

村　

長

①
公
共
下
水
道
の
施
設
の
管
理
及
び
工

事
設
計
・
監
督
を
す
る
上
で
は
、
下

水
道
法
に
よ
り
資
格
者
が
必
要
。

　

村
で
は
専
門
技
術
職
員
の
確
保
が

困
難
。
木
島
平
浄
化
セ
ン
タ
ー
と

馬
曲
・
糠
千
地
区
の
農
業
集
落
排
水

の
処
理
場
維
持
管
理
と
必
要
な
設
備

の
修
繕
等
の
業
務
を
一
括
し
て
委
託
。

長
期
的
な
観
点
で
の
経
費
削
減
も
期

待
さ
れ
る
。

②
令
和
２
年
度
は
、
計
画
し
た
修
繕
工

事
も
含
め
た
委
託
料
に
対
し
、
当
初

質　

問

①
国
や
県
が
取
り
組
ん
で
い
る
現
在
の

事
業
及
び
今
後
の
事
業
は
。

②
令
和
元
年
の
台
風
19
号
規
模
の
水
害

が
発
生
し
た
場
合
、
今
度
は
千
曲
川

の
堤
防
を
越
水
す
る
可
能
性
が
あ
る
、

そ
の
対
応
・
対
策
は
。

③
千
曲
川
の
河
川
整
備
が
最
も
重
要
な

対
策
で
あ
る
が
、
村
と
し
て
の
考
え

と
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

村　

長

　

令
和
元
年
10
月
の
台
風
19
号
で
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
た
千
曲
川
及
び
信
濃

川
に
つ
い
て
は
、
国
・
新
潟
県
・
長
野

県
・
信
濃
川
流
域
の
41
市
町
村
が
連
携

し
、
令
和
２
年
１
月
に
「
信
濃
川
水
系

緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
た
。

　

流
域
一
体
と
な
っ
た
防
災
・
減
災
対

策
の
推
進
を
図
り
、
水
系
全
体
で
河
川

整
備
、
流
域
対
策
、
ま
ち
づ
く
り
、
ソ

フ
ト
対
策
を
一
体
的
・
緊
急
的
に
進
め

る
計
画
。

小
松
建
設
課
長

①
立
ヶ
花
地
区
と
戸
狩
地
区
の
河
川
狭

窄
部
の
河
道
掘
削
工
事
が
進
行
し
、

各
所
で
護
岸
整
備
や
堤
防
補
強
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

遊
水
地
の
設
置
関
係
で
は
、
上
今
井

地
区
と
蓮（
は
ち
す
）
地
区
で
整
備
計

画
の
調
整
、
令
和
３
年
度
県
事
業
関

係
の
工
事
で
は
、
樽
川
堤
防
の
新
橋

上
流
の
漏
水
対
策
工
事
と
、
糠
千
地

区
周
辺
２
か
所
、
一
級
河
川
大
川
で

は
樽
川
合
流
部
分
の
護
岸
工
事
が
進

行
中
。

　

浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
工
事
に
つ
い
て

は
、
順
次
必
要
箇
所
で
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

②
国
、
県
、
市
町
村
が
連
携
し
た
河
川

整
備
と
流
域
に
お
け
る
対
策
を
一
体

的
・
緊
急
的
に
推
進
し
、
再
度
災
害

の
防
止
・
軽
減
の
た
め
、
流
域
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
や
氾
濫
域
の
リ
ス
ク
等

を
勘
案
し
、
千
曲
川
の
水
位
低
下
を

目
指
し
、
対
策
を
行
う
計
画
。

③
本
年
度
、
県
で
、
村
内
３
つ
の
一
級

河
川
浸
水
想
定
地
域
の
見
直
し
が
行

１
．国
・
県
の
千
曲
川
河
川
整
備
状
況

及
び
村
の
考
え
対
応
に
つ
い
て

勝山　正  議員

２
．（
財
）長
野
県
下
水
道
公
社
へ
の

総
合
一
括
管
理
に
つ
い
て

　

予
定
額
８
千
６
３
３
万
９
千
円
か
ら

５
３
０
万
円
の
減
額
。

　

下
水
道
公
社
の
技
術
支
援
関
係
の
成

果
と
し
て
、
修
繕
工
事
の
仕
様
の
見

直
し
に
よ
り
工
事
費
が
削
減
。

小
松
建
設
課
長

①
適
正
な
施
設
の
運
転
管
理
と
監
督
業

務
、
機
器
更
新
の
計
画
策
定
な
ど
、

　

資
格
者
の
管
理
の
も
と
、
一
体
的
に

　

管
理
運
営
し
、効
率
的
な
下
水
道
経
営

　

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

②
削
減
効
果
が
大
き
い
も
の
は
、
処
理

水
の
滅
菌
方
式
の
変
更
に
関
わ
る
消

耗
品
及
び
電
気
料
の
削
減
。

③
施
設
の
運
転
維
持
管
理
監
督
業
務
、

施
設
設
備
の
機
能
維
持
の
た
め
の
修

繕
工
事
等
の
対
策
を
一
括
業
務
と
し

て
お
り
、
常
に
緊
急
対
応
と
状
況
判

断
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。
下

水
道
施
設
の
特
性
・
規
模
・
能
力
等

に
精
通
し
、
施
設
機
能
の
発
揮
や
幅

広
い
専
門
の
知
識
・
技
術
力
が
あ
り
、

豊
富
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
効
率
的

に
実
施
で
き
る
た
め
、
無
駄
を
省
い

た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待

で
き
る
。
現
状
で
は
課
題
や
改
善
点
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
特
に
な
い
。

質　

問

村　

長

小
松
建
設
課
長

質　

問

村　

長

小
松
建
設
課
長



面
規
制
、
押
印
、
対
面
規
制
の
見
直
し
に

つ
い
て
の
通
知
が
あ
る
。

①
押
印
廃
止
の
方
針
と
進
捗
状
況
は
。

②
水
道
の
開
閉
栓
届
出
な
ど
、
電
子
メ
ー

ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
届
も
可
能
に

で
き
な
い
か
。

村　

長

　

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
る
。

丸
山
総
務
課
長

①
現
在
確
認
作
業
を
進
め
て
い
る
。

小
柗
建
設
課
長

②
本
人
確
認
の
手
続
き
の
方
法
と
併
せ
て

検
討
す
る
。

再
質
問

❶
目
標
年
度
を
定
め
て
い
る
の
か
。

❷
水
道
の
開
閉
栓
等
、毎
年
手
続
き
を
繰

り
返
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。再
検
討
を
。

丸
山
総
務
課
長

❶
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
秋
頃
ま
で
に
終
了
。

令
和
４
年
４
月
を
目
標
に
行
う
。

小
柗
建
設
課
長

❷
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
進
め
る
。

質　

問

　

最
近
、
議
会
で
議
決
後
公
表
し
て
い
た

も
の
を
議
会
に
諮
ら
な
い
で
公
表
し
、
議

会
に
報
告
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
と
思
わ
れ

る
案
件
が
議
会
に
報
告
無
く
、
新
聞
報
道

等
で
知
っ
た
と
い
う
事
案
が
続
い
て
い
る
。

ど
う
思
い
、
今
後
ど
う
対
応
さ
れ
る
の
か
。

村　

長

　

新
た
な
取
り
組
み
や
広
く
村
民
に
関
わ

る
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

詳
細
に
報
告
す
る
。
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の
算
定
を
行
う
と
あ
る
が
、
赤
字
補
填

分
は
入
っ
て
い
な
い
の
か
。
道
の
駅
機

能
に
係
る
経
費
な
ら
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
で
把
握
で
き
る
は
ず
。

　

道
の
駅
機
能
分
の
費
用
は
、
指
定
管
理

料
に
含
め
る
の
か
。

❸
６
年
で
屋
根
の
全
面
ふ
き
替
え
は
お
か

し
い
。
施
設
を
造
る
に
あ
た
っ
て
、
建

築
基
準
法
に
よ
る
確
認
申
請
は
。

　

当
初
設
計
業
者
に
話
を
聞
い
た
り
、
別

の
業
者
に
診
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

❹
返
還
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
は
、
ど
ん

な
ケ
ー
ス
か
。

湯
本
産
業
企
画
室
長

❶
民
間
事
業
者
が
運
営
す
る
た
め
に
ど
の

く
ら
い
の
収
益
が
必
要
か
算
定
す
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
、
公
募
等
で
運
営
者
を

決
定
す
る
。

❷
必
要
な
指
定
管
理
料
を
想
定
す
る
。

❸
建
築
基
準
法
に
合
致
し
て
い
る
。　
　

建
築
当
時
の
業
者
で
は
な
い
方
の
見
積

も
り
。

❹
目
的
外
使
用
の
収
益
事
業
は
返
還
。　

無
償
譲
渡
は
返
還
必
要
な
し
。
有
償
は

返
還
が
必
要
。

再
々
質
問

　

民
間
企
業
と
の
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た

場
合
は
。

湯
本
産
業
企
画
室
長

　

意
見
を
聞
き
な
が
ら
調
整
す
る
。

質　

問

　

国
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
書

質　

問

①
計
画
通
り
に
行
か
な
か
っ
た
要
因
は
何

か
。
検
証
し
た
の
か
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
交
付
金
を
「
事
業
改

善
計
画
」(

以
下
「
計
画
」
と
い
う
。)

の
策
定
に
充
て
る
の
は
問
題
な
い
か
。

③
計
画
の
策
定
を
「
道
の
駅
支
援
機
構
」

に
委
託
す
る
予
定
だ
が
、
再
生
に
関

わ
っ
た
件
数
と
再
生
で
き
た
件
数
は
。

④
民
間
活
力
に
よ
る
自
由
な
施
設
管
理
・

運
営
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
施
設
を

借
り
る
企
業
が
計
画
の
策
定
を
行
え
ば

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
施
設
を
使
用
し
た
い
と
い
う
会

社
が
あ
る
の
に
、
計
画
が
必
要
か
。

⑤
指
定
管
理
料
の
算
定
が
調
査
・
策
定
項

目
に
入
っ
て
い
る
が
、
中
身
は
何
か
。

⑥
令
和
５
年
度
に
８
千
万
円
を
か
け
て
屋

根
を
改
修
す
る
計
画
が
あ
る
。
概
要
は
。

⑦
再
生
の
見
通
し
や
自
信
が
あ
る
か
。

⑧
国
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
、
過
疎
債

の
返
還
の
対
象
に
な
ら
な
い
最
低
限
の

運
営
、
若
し
く
は
用
途
変
更
の
道
を
探

る
の
も
選
択
肢
の
一
つ
で
は
な
い
か
。

村　

長

　

今
年
度
方
向
性
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、

計
画
策
定
業
務
を
予
算
化
し
た
。

　

施
設
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
活

性
化
を
進
め
る
。

湯
本
産
業
企
画
室
長

①
施
設
規
模
が
大
き
く
有
効
活
用
で
き
ず
、

当
初
か
ら
雨
漏
り
が
し
て
い
た
。
検
証

は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
利
活
用
検
討

委
員
会
と
議
会
か
ら
意
見
を
戴
い
た
。

③
平
成
30
年
度
に
設
立
し
、
11
件
の
支
援

に
関
わ
っ
て
い
る
。

④
利
用
希
望
は
加
工
室
等
で
、
施
設
全
体

の
管
理
は
計
画
し
て
い
な
い
。
計
画
は
、

施
設
全
体
の
管
理
や
収
益
な
ど
、
将
来

的
な
計
画
策
定
に
必
要
。

⑤
収
益
事
業
以
外
を
想
定
。

⑥
屋
根
の
全
面
撤
去
及
び
ふ
き
替
え
。

⑦
実
績
あ
る
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
当
初
の
事
業
目
的
も
含
め
検

討
す
る
。

⑧
施
設
の
耐
用
年
数
が
対
象
期
間
。
10
年

経
過
後
に
返
還
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

が
あ
る
。

丸
山
総
務
課
長

②
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
事
業
の
維
持
・
再
編

へ
の
支
援
の
事
例
も
あ
り
、
問
題
な
い
。

再
質
問

❶
民
間
活
力
に
よ
る
自
由
な
施
設
管
理
・

運
営
を
目
指
し
な
が
ら
計
画
を
策
定

す
る
の
は
、
基
本
方
針
と
齟
齬（
そ
ご
）

が
あ
る
。

　

ま
た
、
計
画
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
民

間
企
業
が
や
り
に
く
く
な
ら
な
い
か
。

❷
全
協
で
示
さ
れ
た
資
料
で
は
、
管
理
者

が
負
う
事
業
リ
ス
ク
を
回
収
す
る
た
め

に
必
要
と
な
る
指
定
管
理
料
及
び
期
間

山﨑 栄喜  議員

２
．公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
策
定
と

総
合
管
理
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

１
．フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
に
つ
い
て

再
々
質
問

質　

問

丸
山
総
務
課
長

質　

問

丸
山
総
務
課
長

村　

長

再
質
問

村　

長

湯
本
産
業
企
画
室
長

質　

問

湯
本
産
業
企
画
室
長

湯
本
産
業
企
画
室
長

村　

長

再
質
問

小
松
建
設
課
長

２
．
押
印
の
廃
止
等
に
つ
い
て

３
．
議
会
対
応
に
つ
い
て

小
松
建
設
課
長

丸
山
総
務
課
長
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を
横
断
的
に
学
ぶ
ほ
か
、
生
徒
を
支
え
る

「
地
域
連
携
推
進
連
絡
会
」
を
立
ち
上
げ
、

地
域
交
流
を
深
め
た
学
習
を
展
開
す
る
と

の
事
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
を「
下
高
井
農

林
高
校
」と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
、地

域
の
産
業
、環
境
と
人
材
を
創
り
上
げ
る
。

　

地
域
の
役
割
が
益
々
重
要
と
考
え
る
が
。

教
育
長

　

「
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
は
、

現
在
農
林
高
校
生
の
独
自
の
活
動
や
農
林

高
校
生
と
保
育
園
・
小
学
校
と
の
交
流
活

動
に
関
わ
っ
て
お
り
、
今
後
も
高
校
側
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
の
活
性
化
、
地
域
産
業
の
活
性
化

に
地
域
全
体
で
関
わ
っ
て
い
く
事
が
使
命

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
高
校
生
に

は
「
地
域
活
動
支
援
事
業
」
と
し
て
引
き

続
き
財
政
支
援
を
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
共
感
を
与
え
、
産
業
、
環
境
に

結
び
付
く
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

準
備
を
開
始
し
た
。　

質　

問

　

広
報
木
島
平
５
月
号
に
「
特
集
」
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

村
で
出
さ
れ
る
燃
え
る
ゴ
ミ
の
処
理
量

は
、
年
間
村
民
１
人
あ
た
り
に
換
算
す
る

と
、
１
８
３
㎏
を
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
出

し
て
い
る
計
算
。
ゴ
ミ
の
処
理
費
用
は
１

人
当
た
り
約
２
万
円
と
の
こ
と
。
村
と
し

て
の
ゴ
ミ
減
量
化
の
取
り
組
み
は
。

　

併
せ
て
、
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
（
生
ご
み
堆

肥
化
容
器
）
の
普
及
率
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
長
野
県
（
環
境
部
）
の
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
で
「
長
野
県
が
ご
み
排
出
量
の

少
な
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
６
年
連
続
日
本
一
」

と
公
表
さ
れ
た
。
木
島
平
村
の
評
価
は
ど

う
な
の
か
。

山
嵜
民
生
課
長

　

ご
み
削
減
に
つ
い
て
、
村
広
報
誌
、
村

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
に
て
村

民
に
広
報
し
て
い
く
。
今
年
度
は
消
費
者

の
会
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
テ
レ
ビ
広

報
を
行
う
。

　

担
当
職
員
が
地
区
に
出
向
き
、
ご
み
削

減
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
普
及
率
の
算
出
に
つ

い
て
は
難
し
い
部
分
が
あ
る
が
、
補
助
件

数
は
平
成
24
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

の
９
年
間
の
合
計
が
１
８
５
件
と
な
っ
て

い
る
。

　

「
長
野
県
の
ご
み
排
出
量
の
少
な
さ
ラ

ン
キ
ン
グ
６
年
連
続
日
本
一
」
に
つ
い
て
、

生
活
系
ご
み
の
１
人
１
日
当
た
り
の
総
排

出
量
は
、
長
野
県
全
体
で
５
５
３
ｇ
に
対

し
、
木
島
平
村
は
６
０
０
ｇ
と
約
５
０
ｇ

上
回
っ
て
お
り
、
ご
み
の
減
量
化
、
資
源

化
に
つ
い
て
の
重
要
な
課
題
と
考
え
る
。

質　

問

　

平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
り
、
令
和
２
年

度
ま
で
の
、
国
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靭
化（
き
ょ
う
じ
ん
か
）
の
為
の
３
か
年

の
緊
急
対
策
」
事
業
の
中
、
新
橋
か
ら
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
間
で
、
11
か

所
の
漏
水
箇
所
が
見
つ
か
り
対
処
さ
れ
、

現
在
、
堤
防
の
法
面（
の
り
め
ん
）
に
、
ハ

イ
パ
ー
マ
ッ
ト
が
敷
か
れ
て
い
る
。

①
ど
の
よ
う
に
対
応（
対
策
）さ
れ
た
の
か
。

②
河
川
整
備
が
大
き
く
進
展
し
た
。
今
後

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

③
現
在
の
国
道
４
０
３
号
を
樽
川
の
左
岸

に
沿
っ
て
移
設
す
る
計
画
を
考
え
て
い

る
と
の
事
。
大
橋
か
ら
新
橋
区
間
の
左

岸
に
移
設
す
れ
ば
、
さ
ら
に
、
左
岸
堤

防
の
強
化
が
図
ら
れ
る
が
。

小
柗
建
設
課
長

①
樽
川
漏
水
箇
所
の
対
応

　

樽
川
右
岸
に
約
４
０
０
ｍ
、
左
岸
で
約

１
４
０
ｍ
の
区
間
に
つ
い
て
法
尻（
の
り
じ
り
）

を
カ
ゴ
工
で
抑
え
、
水
は
け
を
良
く
し
な

が
ら
土
砂
の
流
出
を
抑
え
る
た
め
の
吸
出

し
防
止
材
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
堤

防
の
安
定
化
が
図
ら
れ
た
。

　

法
面
成
形
等
に
よ
り
土
の
露
出
し
た
部

分
は
法
面
保
護
の
た
め
植
生
マ
ッ
ト
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

②
今
後
の
進
捗
状
況
は

　

そ
の
他
樽
川
の
河
川
工
事
で
は
、
糠
千

地
区
周
辺
２
か
所
の
河
川
改
修
工
事
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

緊
急
性
の
高
い
工
事
は
、
今
回
で
終
了

と
な
る
。

③
国
道
４
０
３
号
の
移
設
の
件

　

豪
雨
の
度
に
水
没
し
通
行
止
め
と
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
点
で
は
、
国
側
と
し
て

も
理
解
し
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
大
き
な
進
展
は
見
ら
れ
な

い
が
、
関
係
す
る
市
町
村
と
連
携
し
て
要

望
し
て
い
く
。

質　

問

　

令
和
３
年
度
に
向
け
て
、
行
政
支
援
の

中
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
配
属
さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
交
流
調
整

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

県
教
委
は
「
下
高
井
農
林
高
校
の
来
年

度
の
学
科
改
編
」
を
承
認
し
た
。
地
域
か

ら
の
要
望
や
、
少
子
化
へ
の
対
応
の
た
め
、

改
編
す
る
と
し
、
現
行
の
２
学
科
を
「
地

域
創
造
農
学
科
」
に
改
編
。
各
学
科
内
に

あ
っ
た
８
コ
ー
ス
を
「
産
業
創
造
」
「
環

境
創
造
」
の
２
コ
ー
ス
に
す
る
。
農
林
業

山本 隆樹  議員

１
．樽
川
河
川
整
備
事
業
に
つ
い
て

質　

問

質　

問

山
嵜
民
生
課
長

質　

問

小
松
建
設
課
長

２
．
下
高
井
農
林
高
校
の

存
続
に
つ
い
て

教
育
長

３
． 

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
つ
い
て



議会だより 2021.8（No.238）

19

質　

問

　

来
年
４
月
よ
り
国
民
健
康
保
険
制
度
が

改
定
。
全
世
帯
の
未
就
学
児
を
対
象
に
均

等
割
保
険
税
の
５
割
が
公
費
負
担
に
よ
り

軽
減
さ
れ
る
。

　

こ
の
改
定
に
あ
わ
せ
て
、
子
育
て
支
援

と
若
者
の
移
住
定
住
策
の
１
つ
と
し
て
均

等
割
保
険
税
減
額
の
対
象
者
を
小
学
校
卒

業
年
齢
ま
で
引
き
上
げ
、
国
保
加
入
村
民

の
負
担
軽
減
が
図
れ
な
い
か
。

①
減
額
対
象
者
を
小
学
校
卒
業
年
齢
ま
で

と
し
た
場
合
、
未
就
学
児
を
除
い
た
対

象
者
は
何
名
か
。

②
実
施
す
る
場
合
、
保
険
税
減
収
分
は
、

概
算
い
く
ら
に
な
る
か
。

③
実
施
が
可
能
か
、
見
通
し
に
つ
い
て
。

山
嵜
民
生
課
長

①
対
象
者
を
小
学
校
卒
業
年
齢
ま
で
と
し

た
場
合
、
令
和
４
年
度
ス
タ
ー
ト
見
込

み
で
32
人
。

②
実
施
す
る
場
合
の
保
険
税
減
収
分
は
、

概
算
で
35
万
１
７
８
０
円
。

③
村
独
自
で
の
実
施
は
、
他
の
健
康
保
険

加
入
者
と
の
均
衡
の
観
点
か
ら
も
慎
重

な
対
応
が
必
要
。
子
育
て
支
援
は
重
要

て
い
る
。
村
民
、
特
に
若
者
が
希
望
の
持

て
る
木
島
平
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　

第
６
次
総
合
振
興
計
画
を
さ
ら
に
具
体

化
す
る
こ
と
、
守
り
か
ら
攻
め
に
転
換
す

る
施
策
と
木
島
平
の
魅
力
・
将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
よ
り
一
層
村
の
内
外
に
分
か
り

易
く
示
し
、
発
信
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

村　

長

　

第
６
次
振
興
計
画
、
特
に
人
口
減
少
対

策
に
絞
っ
た
事
業
を
、
数
値
目
標
を
あ
げ

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
か
ら
地

域
活
性
化
起
業
人
を
受
け
入
れ
、
新
た
な

魅
力
の
発
掘
と
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

丸
山
総
務
課
長

　

若
者
が
こ
の
地
に
魅
力
を
感
じ
、
住
み

た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う

な
村
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
子
育
て
・
教

育
環
境
の
充
実
や
地
域
産
業
の
支
援
を
継

続
し
な
が
ら
、
居
住
環
境
の
拡
充
な
ど
を

Ｕ
タ
ー
ン
や
移
住
希
望
者
な
ど
も
対
象
に

進
め
て
い
く
。

再
質
問

　

昨
年
か
ら
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
深
刻

な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
生
活
様

式
の
見
直
し
等
に
よ
り
村
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
や
第
６
次
振
興
計
画
の
見
直
し
・
修
正

は
あ
る
の
か
。

村　

長

　

具
体
的
な
中
身
に
つ
い
て
修
正
が
必
要

だ
が
、
基
本
的
な
方
向
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
継
続
し
て
い
き
た
い

な
施
策
で
あ
り
、
国
、
県
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

　
質　

問

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
今
全
国
で
進
め
ら

れ
、
幸
い
本
村
で
は
、
村
の
適
切
な
対
応

に
よ
り
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
事
前
の
希

望
調
査
と
計
画
に
基
づ
き
ス
ム
ー
ズ
に
接

種
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
関
係
者
の
努
力

に
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

感
染
拡
大
の
第
４
波
は
、
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
イ
ン
ド
型
変
異
株
の
感
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
、
収
束
は
ま
だ
見
通
せ
な
い

状
況
で
あ
る
。

①
感
染
対
策
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
同
時
に

行
う
体
制
、
医
師
、
看
護
師
等
医
療
従

事
者
の
確
保
、
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
は
。

②
長
期
化
す
る
中
で
実
状
把
握
の
体
制
が

整
っ
て
い
る
の
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
小
中
学
生
の
３
割
が
肥
満
、

視
力
低
下
、
保
健
室
登
校
、
拒
食
等
に

よ
り
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
子
供
が
見
ら

れ
る
と
の
報
道
が
あ
る
が
、
本
村
は
ど

う
か
。

村　

長

①
村
内
医
師
、
看
護
師
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
順
調
に
進
ん
で
い
る

教
育
長

②
本
村
の
児
童
生
徒
に
は
、
現
在
顕
現
さ

れ
て
い
な
い

質　

問

①
個
別
施
設
計
画
の
策
定
・
総
合
管
理
計

画
の
見
直
し
が
遅
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
事
業
推
進
に
は
支
障
は
な
い
の
か
。

②
見
直
し
の
際
は
、
利
用
頻
度
・
費
用
対

効
果
・
事
業
内
容
等
を
精
査
、
施
設
利

用
者
の
意
見
を
十
分
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
。

③
大
町
の
旧
農
協
倉
庫
に
村
民
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
昔
の
生
活
用
具
・
農
工
具
等
の

民
芸
品
が
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
村

の
歴
史
と
故
郷
を
知
る
貴
重
な
宝
で
あ

る
。
施
設
の
活
用
と
い
う
意
味
で
、
中

町
展
示
館
へ
展
示
し
て
村
民
に
公
開
し

た
ら
ど
う
か
。

丸
山
総
務
課
長　

①
及
び
②

　

総
合
管
理
計
画
の
改
定
案
が
ま
と
ま
っ

た
と
こ
ろ
で
村
民
の
皆
様
か
ら
も
ご
意
見

を
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
た
い
。
現
時
点
、

支
障
は
出
て
い
な
い
。

髙
木
生
涯
学
習
課
長

③
中
町
展
示
館
は
、
令
和
２
年
は
全
体
で

２
３
０
０
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
大
町
倉

庫
の
活
用
、
移
設
の
関
係
も
含
め
、
更
な

る
中
町
展
示
館
の
活
用
を
し
て
い
き
た
い
。

質　

問

　

本
村
は
人
口
減
少
、
過
疎
化
が
進
行
し

質　

問

１
．
国
民
健
康
保
険
の
均
等
割

　
　

保
険
税
の
減
額
に
つ
い
て

山浦　登  議員

山
嵜
民
生
課
長

村　

長

質　

問

再
質
問

髙
木
生
涯
学
習
課
長

教
育
長

質　

問

村　

長

村　

長

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て

３
．個
別
施
設
計
画
策
定
と
村
施
設

の
維
持
管
理
更
新
に
つ
い
て

４
．人
口
減
少
過
疎
化
の
進
行
に
対
す
る

      

木
島
平
村
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

丸
山
総
務
課
長

質　

問

丸
山
総
務
課
長
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警
戒
レ
ベ
ル
４「
避
難
指
示
」、警
戒
レ

ベ
ル
５「
緊
急
安
全
確
保
」は
、村
民
に

ど
の
よ
う
な
行
動
を
求
め
て
い
る
の
か
。

ま
た
、村
民
へ
の
告
知
の
方
法
は
。

②
協
定
書
に
よ
り
飯
山
市
の
避
難
所
に
木

島
平
中
学
校
を
充
て
て
い
る
が
、
避
難

想
定
人
数
は
何
人
か
。
運
営
に
あ
た
る

市
職
員
は
足
り
て
い
る
か
。

③
避
難
判
断
水
位
が
立
ヶ
花
観
測
所
で

９
・
２
ｍ
か
ら
７
・
５
ｍ
に
変
更
さ
れ

た
が
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。

④
令
和
２
年
３
月
議
会
で
避
難
時
間
に
余

裕
が
な
い
の
で
、
避
難
判
断
す
る
観
測

所
を
立
ヶ
花
の
上
流
に
設
定
を
進
言
し

た
が
、
い
ま
だ
設
定
は
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
何
か
。

丸
山
総
務
課
長

①
レ
ベ
ル
３
「
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
高
齢
者
等
は
危
険
な
場
所
か
ら
避

難
す
る
」
。
レ
ベ
ル
４
「
災
害
の
恐
れ

が
高
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
住
民
は
全

員
避
難
す
る
」
。
レ
ベ
ル
５
「
災
害
が

発
生
ま
た
は
切
迫
し
た
状
況
に
あ
る
た

め
、
命
を
守
る
た
め
の
最
善
の
行
動
を

と
る
」
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

村
民
へ
の
告
知
は
、
６
月
広
報
と
区
長

会
で
説
明
を
す
る
。

②
飯
山
市
の
避
難
想
定
は
３
０
０
人
。
飯

山
市
職
員
の
配
置
は
９
人
。

③
千
曲
川
河
川
事
務
所
で
避
難
に
要
す
る

時
間
と
水
位
上
昇
速
度
を
考
慮
し
て
変

更
さ
れ
た
。

④
千
曲
川
河
川
事
務
所
で
立
ヶ
花
の
水
位

で
当
地
区
の
危
険
度
を
判
断
し
て
い
る
。

再
質
問

❶
以
前
、
飯
山
市
と
の
協
定
書
の
問
題
点

を
指
摘
し
た
。
改
訂
し
て
い
た
だ
い
た

の
は
、
一
般
質
問
の
成
果
だ
と
思
う
。

ま
た
、
今
後
の
水
害
時
に
適
切
な
判
断

が
で
き
る
よ
う
に
19
号
台
風
の
経
験
値

を
後
に
引
き
継
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

❷
避
難
水
位
の
改
定
に
よ
る
余
裕
時
間
は

１
時
間
半
。緊
急
時
に
充
分
と
思
え
な
い
。

丸
山
総
務
課
長

❶
日
頃
の
訓
練
・
意
識
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

❷
対
象
村
民
の
避
難
準
備
が
大
事
。
樽
川

の
水
位
等
を
考
え
、
避
難
指
示
を
出
し

た
い
。

再
々
質
問

　

緊
急
時
に
大
変
に
な
ら
な
い
よ
う
に
平

時
か
ら
準
備
し
て
お
く
事
が
大
事
。

　

住
民
と
避
難
に
対
す
る
考
え
方
を
共
有

し
、
警
戒
レ
ベ
ル
が
発
令
さ
れ
た
時
の
取

る
べ
き
行
動
の
周
知
を
今
の
う
ち
か
ら
や

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

丸
山
総
務
課
長

　

有
事
の
際
に
適
切
な
判
断
を
早
急
に
行

う
の
は
行
政
と
し
て
必
須
の
対
応
で
あ
る
。

そ
の
地
域
の
村
民
に
も
有
事
の
際
に
備
え

る
よ
う
日
頃
か
ら
周
知
を
継
続
す
る
。

質　

問

　

令
和
２
年
９
月
議
会
と
、
半
年
後
の
令

和
３
年
３
月
議
会
一
般
質
問
と
で
は
「
指

定
管
理
の
見
直
し
を
早
急
に
検
討
す
る
」

は
「
今
は
そ
の
時
期
で
は
な
い
」
に
変
わ

り
、
「
組
織
人
事
の
大
幅
な
見
直
し
」
は

行
わ
ず
に
い
る
。

　

特
に
問
題
な
の
は
「
リ
フ
ト
売
上
と
臨

時
交
付
金
は
他
の
事
業
と
会
計
を
明
確
に

区
別
し
、
ス
キ
ー
場
に
係
る
経
費
の
み
に

充
当
し
、
他
の
部
門
に
は
充
当
し
な
い
。」

と
明
言
し
た
も
の
が
「
一
時
的
に
全
体
的

な
中
で
流
用
。」
と
変
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
変
節
的
で
場
当
た
り
的
な

答
弁
で
良
い
の
か
。

村　

長

　

状
況
に
応
じ
て
考
え
方
が
変
わ
る
。

　

変
わ
っ
た
原
因
と
状
況
は
、
議
員
の
皆

さ
ん
に
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　

答
弁
が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
よ
う
で
は
、

一
般
質
問
の
意
味
が
な
い
。
一
般
質
問
に

責
任
を
持
っ
て
答
弁
し
て
い
る
か
。

村　

長

　

そ
の
時
そ
の
時
に
、
最
も
適
切
な
判
断

を
し
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問

　

答
弁
の
背
景
は
「
赤
字
の
ス
キ
ー
場
と

馬
曲
温
泉
を
観
光
㈱
か
ら
切
り
離
す
」
か

ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
１
億
９
千
万
円

の
第
２
次
交
付
金
が
村
に
交
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
内
１
億
円
近
く
を
観
光

㈱
に
注
ぎ
込
む
こ
と
に
批
判
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
批
判
を
か
わ
す
た
め
に
、
早
急
に

や
る
、
責
任
を
持
っ
て
や
る
、
大
幅
に
見

直
す
と
答
弁
を
し
た
。
し
か
も
交
付
金
を

公
共
性
が
高
い
リ
フ
ト
に
の
み
充
当
す
る

と
明
言
し
て
い
る
。
そ
れ
が
他
の
部
門
に

流
用
と
な
る
と
最
初
の
理
論
と
全
く
食
い

違
う
。

村　

長

　

木
島
平
観
光
は
村
の
観
光
を
担
う
重
要

な
企
業
で
、
経
営
を
継
続
す
る
た
め
に
一

番
良
い
方
法
を
考
え
た
。
状
況
変
化
の
中

で
最
適
な
方
法
を
取
り
、
村
の
産
業
を
支

え
る
の
が
私
の
役
割
だ
。

質　

問

　

５
月
20
日
か
ら
「
避
難
勧
告
」
が
廃
止

さ
れ
「
避
難
指
示
」
に
一
本
化
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
村
の
水
害
時
に
お
け
る
避
難
計

画
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
警
戒
レ
ベ
ル
３
「
高
齢
者
等
避
難
」
、

丸山 邦久  議員

２
．村
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

質　

問

質　

問

１
．一
般
質
問
に
お
け
る

村
長
の
答
弁
の
重
み
に
つ
い
て

再
々
質
問

丸
山
総
務
課
長

村　

長

再
質
問

村　

長

村　

長

再
質
問

丸
山
総
務
課
長

丸
山
総
務
課
長

再
々
質
問



な
資
源
活
用
と
情
報
発
信
。

丸
山
総
務
課
長

②
何
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
か
洗
い
出
し
の

時
期
だ
が
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
検
討

に
至
っ
て
い
な
い
。

質　

問

　

世
界
的
に
「
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
」
が

多
発
し
て
お
り
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
」
は
全
世
界

で
取
り
組
む
べ
き
喫
緊
の
対
策
。

　
「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」(

３
月
に
表
明)

は
、意
識
の
啓
発
と
共
に
、行
動
計
画
が
重
要
。

①
庁
内
の
行
動
計
画
及
び
村
内
事
業
所
・
村

民
の
皆
さ
ん
へ
の
啓
発
内
容
は
。

②
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
、
現
時
点
で

は
課
題
も
あ
り
、
慎
重
な
対
応
も
必
要
。

公
共
施
設
屋
根
等
へ
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

設
置
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

丸
山
総
務
課
長

①
本
年
度
は
計
画
策
定
の
予
定
で
あ
り
、
具

体
的
な
内
容
は
策
定
段
階
で
検
討
。
村
内

事
業
者
は
じ
め
、
専
門
分
野
の
方
か
ら
も

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
次
年

度
の
予
算
編
成
に
間
に
合
う
よ
う
11
月
中

の
策
定
を
め
ざ
す
。

②
方
針
は
計
画
策
定
の
中
で
検
討
。
国
で
は

新
た
な
公
共
施
設
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
標

準
化
す
る
な
ど
の
情
報
や
動
き
も
あ
る
。

幅
広
く
情
報
収
集
し
、
専
門
家
等
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
計
画
策
定
を
進
め
た
い
。

齢
者
支
援
な
ど
。

●
㈱
ラ
ポ
ー
ザ
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
で
、

産
業
・
災
害
・
教
育
や
学
術
研
究
な
ど
。

●
各
企
業
が
得
意
と
す
る
分
野
を
中
心
に
具

体
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
た
い
。

●
新
た
な
協
定
締
結
は
、
村
が
期
待
す
る
取

り
組
み
を
実
現
で
き
る
こ
と
が
前
提
。
村

の
メ
リ
ッ
ト
が
具
体
的
に
見
え
、
多
く
の

方
が
期
待
で
き
る
協
定
で
あ
れ
ば
積
極
的

に
進
め
た
い
。

再
質
問

　

専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
組
織
力
の
活
用
な

ど
、
村
に
と
っ
て
有
効
で
あ
り
、
戦
略
的
・

積
極
的
に
相
手
先
を
模
索
す
べ
き
。
協
定
締

結
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
い
に
外
部
の

力
を
借
り
、
効
果
的
に
事
業
を
進
め
る
こ
と

が
村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

①
頻
繁
に
行
き
来
で
き
る
県
内
の
大
学
・
専

門
学
校
等
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
考
え
は
。

②
様
々
な
協
定
内
容
を
把
握
し
、
活
用
す
る

た
め
に
は
、
一
元
管
理
も
必
要
で
は
。

村　

長

①
村
と
し
て
も
ぜ
ひ
進
め
て
い
き
た
い
。

②
担
当
課
だ
け
で
な
く
、
全
職
員
で
そ
の
認

識
を
共
有
し
、
様
々
な
分
野
で
協
定
の
効

果
が
出
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

質　

問

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
取
り
組
み
の
差
」
が
、

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
「
誘
客
の
差
」
や
「
関
係

人
口
・
交
流
人
口
拡
大
の
差
」
に
つ
な
が
る
。

①
特
に
、
牽
引（
け
ん
い
ん
）役
で
あ
る
産
業
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再
質
問

村　

長

課
や
観
光
振
興
局
の
取
り
組
み
の
状
況
は
。

②
発
信
と
い
う
点
で
「
村
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
」
も
大
事
な
Ｐ
Ｒ
素
材
。
次
年
度
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
、
今
年
度
は
準
備

段
階
だ
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

村　

長

　

観
光
の
み
な
ら
ず
、
移
住
定
住
、
子
育
て

環
境
の
充
実
な
ど
、
地
域
づ
く
り
の
取
り
組

み
全
般
に
わ
た
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
効
果
的
な
情
報
発
信
、
資
源
の
魅
力

ア
ッ
プ
に
向
け
、
村
、
観
光
振
興
局
、
木
島

平
観
光
㈱
な
ど
、
多
様
な
主
体
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

湯
本
産
業
課
長

①
多
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
「
村
を

訪
れ
て
み
た
く
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
」

「
効
果
的
な
情
報
発
信
」
を
進
め
た
い
。

・
「
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
」(

総
務
省)

を
活
用
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

た
資
源
の
再
発
掘
や
魅
力
化
を
進
め
る
。

・
人
を
惹
き
つ
け
る
統
一
的
な
「
キ
ー
ワ
ー

ド
」
「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」
を
検
討
す
る
。

・
村
の
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
る
「
Ｐ
Ｒ
動
画

制
作
」
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
産
品
充
実
」
。

・(

移
住
希
望
者
等
に)

田
舎
暮
ら
し
体
験
住

宅
で
畑
体
験
が
で
き
る
環
境
整
備
、
わ
か

り
や
す
い
情
報
提
供
、
先
輩
移
住
者
か
ら

直
接
話
を
聞
く
機
会
の
提
供
。

・
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
（
※
ワ
ー
ク
＆
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
。
リ
ゾ
ー
ト
地
で
仕
事
を
し

な
が
ら
休
暇
を
楽
し
む)

の
セ
ミ
ナ
ー
開

催
、
高
社
山
や
カ
ヤ
の
平
の
山
歩
き
、
Ｅ

バ
イ
ク(

※
電
動
自
転
車)
で
の
周
遊
体
験
、

文
化
的
資
源
等
の
見
え
る
化
な
ど
、
多
様

質　

問

　

村
は
複
数
の
企
業
や
大
学
と
連
携
協
定
を

結
ん
で
い
る
が
、
活
か
さ
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
。
連
携
協
定
の
現
状
・
あ
り
方
・
今
後

の
考
え
方
を
伺
う
。

丸
山
総
務
課
長

●
現
在
、
５
大
学
と
連
携
協
定
、
４
企
業
と

包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
課
で
管
理
・
対
応
し
て
い
る
。

●
大
学
と
の
連
携
は
、
村
と
し
て
は
主
に
地

域
活
性
化
な
ど
、
大
学
側
で
は
人
材
育
成
、

教
育
・
研
究
活
動
な
ど
を
目
的
と
し
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
提
案
や
教
育
実
習
、

農
業
実
習
や
文
化
芸
術
活
動
な
ど
、
こ
れ

ま
で
も
村
内
で
の
活
動
、
村
民
と
の
交
流

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

●
村
内
郵
便
局
と
の
協
定
内
容
は
、
地
域
振

興
・
活
性
化
、
暮
ら
し
の
見
守
り
、
子
ど

も
の
育
成
、
災
害
時
の
連
携
等
だ
が
、
現

在
、
具
体
的
な
取
り
組
み
や
活
動
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

●
㈱
ク
ロ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
は
、

観
光
振
興
に
特
化
し
た
協
定
で
、
既
に
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
第
一
生
命
保
険
㈱
長
野
支
社
は
、
健
康
増

進
・
青
少
年
育
成
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
高

江田 宏子  議員

１
．企
業
や
大
学
等
と
の
連
携
協
定

の
あ
り
方
に
つ
い
て

丸
山
総
務
課
長

質　

問

質　

問

質　

問

村　

長

湯
本
産
業
課
長

２
．コ
ロ
ナ
禍
で
の
関
係
人
口・
交
流
人
口

拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

３
．気
候
非
常
事
態
宣
言
に
よ
る

具
体
的
な
取
り
組
み
は

丸
山
総
務
課
長

丸
山
総
務
課
長
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再
質
問

　

聞
い
て
な
い
。
こ
れ
ま
で
村
内
の
業
者

も
使
わ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
話
も

あ
っ
た
が
、
施
設
の
不
備
を
理
由
に
、
難

色
を
示
し
て
了
解
を
も
ら
え
な
か
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
公
募
を
す
る
べ
き
だ
。
村

外
の
業
者
か
ら
の
話
に
つ
い
て
は
、
検
討

し
た
い
の
で
と
、
議
会
に
了
解
を
求
め
る

手
続
き
が
必
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
。

村　

長

　

細
か
く
説
明
し
て
も
よ
か
っ
た
。
新
聞

報
道
で
は
決
ま
っ
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い

た
が
、
実
際
に
は
準
備
を
し
て
い
る
段
階

で
決
定
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

再
々
質
問

　

基
本
姿
勢
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
わ
け

で
、
今
の
加
工
室
の
利
用
等
に
つ
い
て
は
、

別
の
話
と
し
て
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
い
か
が
。

村　

長

　

希
望
す
る
事
業
者
に
、
事
業
す
る
に
あ

た
っ
て
は
村
に
拠
点
を
置
い
て
、
村
の
企

業
と
し
て
事
業
を
展
開
し
て
ほ
し
い
と
し

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質　

問

　

村
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
だ
会
社
と

株
式
会
社
が
新
会
社
を
設
立
し
た
と
の
説

明
の
際
、
株
主
総
会
の
議
決
を
経
て
い
な

い
と
あ
っ
た
。
緊
張
感
を
も
っ
て
運
営
さ

れ
る
べ
き
だ
。

　

村
が
税
金
を
投
入
し
た
会
社
で
あ
り
、

本
来
の
株
主
は
、
村
民
で
あ
る
は
ず
。
経

営
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
場
合
に
は
、
村

に
多
額
の
財
政
負
担
が
生
じ
る
。
株
主
総

会
に
は
、
村
民
の
株
主
と
し
て
の
議
決
権

を
行
使
で
き
る
仕
組
み
に
す
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
答
弁
を
。

村　

長

　

木
島
平
観
光
の
取
締
役
会
の
中
に
は
す

べ
て
の
株
主
が
構
成
員
と
し
て
入
っ
て
お

り
、
取
締
役
会
の
承
認
は
株
主
総
会
の
承

認
に
つ
な
が
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

個
々
の
村
民
が
出
資
者
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
村
が
出
資
者
で
あ
る
。

再
質
問

　

村
長
が
社
長
と
し
て
経
営
責
任
を
持
ち
、

株
主
の
代
表
と
し
て
の
権
限
を
持
っ
て
い

る
。
村
長
の
独
断
で
全
て
が
決
ま
る
構
造

に
あ
る
。
今
あ
る
債
務
や
今
後
あ
り
え
る

損
失
や
債
務
保
証
を
全
て
村
長
と
い
う
一

人
役
職
で
背
負
い
き
れ
る
の
か
。
辞
め
た

途
端
に
今
ま
で
の
負
債
が
す
べ
て
村
の
責

任
に
な
る
。
株
主
総
会
の
あ
り
方
を
見
直

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
答
弁
を
。

村　

長

　

定
款
の
見
直
し
等
は
、
現
時
点
で
株
主

の
構
成
を
変
え
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

取
締
役
の
構
成
等
に
つ
い
て
は
、
幅
広
い

意
見
が
聞
け
る
よ
う
な
形
で
進
め
る
方
向

で
考
え
て
い
き
た
い
。

質　

問

　

旧
３
村
が
合
併
し
て
村
が
誕
生
し
た
昭

和
30
年
当
時
、
人
口
は
８
２
０
６
人
。
そ

の
20
年
後
、
昭
和
50
年
に
は
６
１
８
０
人

と
減
少
を
続
け
、
近
年
の
平
成
30
年
に
は

４
４
６
７
人
と
、
人
口
は
減
少
を
続
け
て

い
る
。

　

集
落
に
よ
っ
て
は
空
き
家
だ
ら
け
、
あ

る
い
は
廃
墟
。
一
人
暮
ら
し
老
人
が
そ
の

中
に
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
状
況
が
予
測

さ
れ
る
。
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
施
策
を
ど
う
展

開
す
る
か
。

村　

長

　

令
和
42
年
の
推
計
値
３
０
０
０
人
を
目

標
に
具
体
的
な
数
値
目
標
を
掲
げ
、
目
標

達
成
の
た
め
様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

再
質
問

　

村
と
地
域
に
仕
事
を
作
る
経
済
の
仕
組

み
を
確
立
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
く
べ
き
。

村
に
暮
ら
せ
る
仕
事
を
作
り
出
す
こ
と
が

最
も
大
事
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

村　

長

　

新
た
な
企
業
、
創
業
を
す
る
。
新
し
い

仕
事
の
場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
村
の
農
村
と
し

て
の
機
能
や
価
値
を
守
り
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
耕
作
放
棄
地
対
策
、

農
業
の
特
産
開
発
等
、
明
確
に
分
か
り
や

す
く
取
組
む
よ
う
要
望
す
る
が
、
い
か
が
。

村　

長

　

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
の
新
た
な
産
業
、

道
の
駅
農
の
拠
点
の
加
工
室
を
活
用
し
て

の
新
た
な
産
業
開
発
等
に
取
り
組
む
。

質　

問

　

フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
に
関
し
て
「
都
内

企
業
が
７
月
か
ら
利
用
、
村
と
６
月
中
に

契
約
と
新
聞
報
道
さ
れ
た
。

　

今
議
会
の
初
日
に
説
明
の
機
会
が
あ
っ

た
が
一
切
な
か
っ
た
。
新
聞
報
道
が
あ
っ

て
急
遽
、
全
員
協
議
会
で
説
明
が
あ
っ
た
。

　

村
政
の
運
営
は
二
元
代
表
制
で
あ
り
、

一
方
の
議
会
に
対
し
て
説
明
が
な
い
ま
ま

村
長
の
一
存
で
決
ま
る
べ
き
も
の
で
は
な

い
。
村
政
の
執
行
に
あ
た
っ
て
の
基
本
姿

勢
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

村　

長

　

加
工
室
に
つ
い
て
は
初
日
の
全
員
協
議

会
で
新
た
な
利
用
者
と
利
用
に
向
け
て
準

備
を
し
て
い
る
と
言
っ
た
。
新
聞
報
道
は

そ
の
翌
日
だ
。

芳川　修二  議員

１
．村
の
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

質　

問

質　

問

質　

問

２
．
村
政
執
行
の
基
本
姿
勢

に
つ
い
て

再
々
質
問

村　

長

再
質
問

村　

長

村　

長

再
質
問

３
．第
三
セ
ク
タ
ー（
株
式
会
社
）

の
経
営
体
制
に
つ
い
て

再
質
問

村　

長

再
々
質
問

村　

長

村　

長

村　

長

村　

長



村　

長

①
村
民
へ
の
行
政
情
報
の
周
知
は
重
要
。

内
容
を
正
確
に
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も

大
事
。

丸
山
総
務
課
長

①
業
務
担
当
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で
、

総
務
課
所
管
。

　

職
員
へ
の
研
修
は
実
施
し
て
い
な
い
。

山
嵜
民
生
課
長

②
住
民
へ
の
周
知
は
、
個
々
へ
の
通
知
、

広
報
き
じ
ま
平
に
折
込
。
ふ
う
太
ネ
ッ

ト
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
今
後
、
タ

イ
ム
リ
ー
に
広
報
し
て
い
く
。

再
質
問

①
選
挙
報
道
等
の
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送
は
、

専
門
職
で
対
応
で
き
な
い
の
か
。

　

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
が
遅
い
。

丸
山
総
務
課
長

①
対
応
は
可
能
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
更
新
の
ス
ピ
ー
ド
、

情
報
発
信
の
適
切
な
対
応
を
す
る
。

質　

問

①
金
紋
錦
が
前
年
比
１
２
０
０
俵
（
40
％
）

減
の
契
約
と
な
る
が
、
村
の
施
策
と
の

整
合
性
は
い
か
が
か
。

②
農
の
拠
点
事
業
で
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
と
の

方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
担
い
手
不
足
の

木
島
平
農
業
に
な
じ
む
の
か
。

③
生
涯
教
育
を
進
め
、
生
き
が
い
農
業
を

推
進
す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
。

村　

長

①
酒
造
好
適
米
の
需
要
が
落
ち
込
ん
で
い

る
。
金
紋
錦
は
、
大
事
な
特
産
品
で
あ

り
、
生
産
枠
の
拡
大
に
取
組
む
。

②
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
と
い
う
言
葉
は
使
わ
ず
、

村
の
農
産
物
に
付
加
価
値
を
付
け
て
販

売
し
た
い
と
の
こ
と
。

湯
本
産
業
課
長

②
村
と
し
て
の
方
向
性
で
な
く
、
加
工
室

の
利
用
者
の
事
業
の
取
組
み
。

③
農
業
は
、
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
に

有
効
。
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
々
も
、

ぜ
ひ
、
積
極
的
に
農
業
に
取
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

再
質
問

①
金
紋
錦
の
生
産
枠
の
拡
大
の
方
策
は
。

ど
の
よ
う
な
展
開
を
考
え
て
い
る
か
。

②
加
工
室
の
利
用
者
と
の
こ
と
で
、
実
際

に
木
島
平
村
の
農
産
品
の
中
で
、
加
工

に
回
せ
る
農
産
物
は
ど
の
程
度
あ
る
か
。

　

農
の
拠
点
施
設
の
加
工
室
は
、
当
然
、

想
定
し
て
、
計
画
さ
れ
た
と
思
う
が
、

農
産
物
の
生
産
量
は
、
い
か
が
か
。

湯
本
産
業
課
長

①
Ｊ
Ａ
、
農
家
と
ど
の
よ
う
な
農
業
が
可

能
な
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
高
付
加
価
値
の
加
工
、
販
売
を
進
め
ら

れ
る
事
業
者
も
あ
り
、
可
能
性
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

村
の
農
産
物
、
加
工
に
回
る
農
産
品
は

把
握
し
て
い
な
い
。

質　

問

①
超
高
齢
、
人
口
減
少
の
状
況
下
、
ど
う

自
治
体
経
営
を
進
め
る
か
。

②
行
政
コ
ス
ト
を
全
庁
的
に
意
識
し
て
い

る
か
。

③
村
税
等
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
。

村　

長

①
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
対
策
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
喫
緊
の
課
題
。
コ
ロ
ナ
後
の
状

態
に
対
応
す
る
体
制
の
整
備
を
指
示
し

て
い
る
。

丸
山
総
務
課
長

②
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進
は
、
環
境
問

題
か
ら
も
重
要
。

③
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
、
村
全
体
で
約

１
千
万
円
程
度
の
導
入
コ
ス
ト
が
必
要
。

再
質
問

①
コ
ロ
ナ
禍
で
村
民
の
安
全
を
優
先
し
、

通
常
の
生
活
を
進
め
る
こ
と
に
意
識
を

集
中
す
る
べ
き
。

②
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
も
必
要
だ
が
、
職
員
一

人
ひ
と
り
が
本
当
の
意
味
の
コ
ス
ト
意

識
を
持
て
る
の
か
。

③
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
１
千
万
程
度
の

導
入
コ
ス
ト
と
あ
っ
た
が
、
一
般
の
商

店
が
導
入
で
き
る
実
態
を
研
究
さ
れ
て

い
る
か
。

村　

長

①
感
染
対
策
を
取
り
、可
能
な
も
の
は
実
施
。

②
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
（
の
ち
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と
訂
正
）

を
使
い
、
厚
い
資
料
が
無
く
て
済
む
。

丸
山
総
務
課
長

③
県
内
の
先
行
自
治
体
を
確
認
。
集
合
税

方
式
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
想
定
し

た
内
容
。

再
々
質
問

　

村
長
答
弁
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
話
が
出
た

が
、
議
会
の
資
料
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
し
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
行
政
コ
ス
ト
の
低
減
は

い
か
が
か
。

村　

長

　

議
会
に
限
ら
ず
、
コ
ス
ト
の
削
減
、
情

報
管
理
等
も
対
応
で
き
る
形
で
進
め
て
い

き
た
い
。

質　

問

①
情
報
通
信
施
設
が
直
営
と
な
っ
た
が
、

運
営
の
指
揮
命
令
系
統
は
い
か
が
か
。

ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送
を
行
う
全
職
員
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
研
修
は
い
か
が
か
。

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
等
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
の
村

の
動
き
が
、
見
え
づ
ら
い
場
面
が
多
す

ぎ
る
。

議会だより 2021.8（No.238）

23

土屋喜久夫  議員

１
．
自
治
体
経
営
は
如
何
に

再
々
質
問

質　

問

丸
山
総
務
課
長

丸
山
総
務
課
長

質　

問

丸
山
総
務
課
長

村　

長

村　

長

村　

長

再
質
問

再
質
問

村　

長

丸
山
総
務
課
長

質　

問

山
嵜
民
生
課
長

２
．
行
政
情
報
の
周
知
公
平
性

３
．木
島
平
農
業
の
振
興
策
を
問
う

再
質
問

村　

長

湯
本
産
業
課
長

湯
本
産
業
課
長











No.331

発行：社会福祉法人
　　　　木島平村社会福祉協議会
住所：木島平村大字往郷908-3
ＴＥＬ：0269（82）4888
社協ホームページ
https://sites.google.com/
view/kijima-syakyo/

 さ
わやか笑顔さん

28この社協だよりは共同募金の配分金で発行されています。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
安
全
運
転

を
心
掛
け
ま
す
。

シルバー人材センター
仲 條　由 弘

令和 3 年度社協会費及び日赤活動資金

ご協力ありがとうざいました
　村民の皆様にご協力いただきました社協会費及び日赤活動資金の総額をご報
告します。（令和 3年 7月 31日現在）
皆様のご理解とご協力に感謝申し上げます。
今後も、地域に寄り添った活動を展開してまいります。

◆社協会費　 １，５１２, ０００円／納入件数　１，２６０件
◇日赤活動資金　４１３，２４２円／納入件数　１，１９２件
　　　　　　　　　　　　　　　　（内訳：日赤会費 37 件、寄付金 1,155 件）

～支えあい 
　  安心して暮らせる村  木島平～
　地域の暮らしを支える地域福祉
事業の重要な財源として活用させ
ていただきます。
　なお、現在新型コロナウィルス
感染症拡大による影響で、活動が
制限されていますが、感染予防を
図りながら「今できること」に取
り組みます。
 今後の主な行事予定
・敬老訪問／９月 20日
・第 20回社会福祉大会／ 10月３日
・多世代交流事業
　「このゆびと～まれ」／10月中旬
・重度障がい者希望の旅
　「じょんのび」／ 11月上旬

　　～いのちを守る赤十字～
　災害救護活動や救急法等の講
習、奉仕団活動、看護師養成、国
際活動などの日本赤十字社の活動
は、皆様からお寄せいただく活動
資金に支えられています。
　なお、現在静岡県熱海市の土石
流災害など各地に大きな被害をも
たらした 7月豪雨災害で被災さ
れた方々の支援を行っておりま
す。また、村内でも義援金を受け
付けております。
　日赤長野県支部の活動内容など
詳細は、ホームページに掲載され
ていますのでご覧ください。
https://www.jrc.or.jp/chapter/
nagano/

共にたすけあって生きていく福祉の心を育むため

　テーマに沿った作品をお寄せください。ポスター、写真、絵手紙、俳句、川柳、
標語などジャンルは問いません。応募いただいた作品は、社会福祉大会実行委員
による審査を行い、入賞された作品は社会福祉大会にて表彰。賞品として村の
商品券を贈呈させていただきます。締切は、８月３１日（火）。お問い合わせは、
社会福祉協議会（電話８２－４８８８）まで。
たくさんのご応募をお待ちしています。

テーマ：しあわせ　えがお　たすけあい

◆社協会費◆ ◇日赤活動資金◇

「福祉について」の作品
　　　　　募集します追加
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事
業
所
紹
介

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
そ
の
人
ら
し
く
自
宅
で
の
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
現
在
の
心
身
機
能
を
維
持
増
進

す
る
た
め
の
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
体
操
で
は
、
普
段
の
生
活
動
作
に
役
立
つ
運
動
を
取

り
入
れ
、
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
体
を
動
か
し
た
り
、
頭

を
使
っ
た
活
動
な
ど
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
普
段
ご

自
宅
で
は
で
き
な
い
事
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

日
々
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
畑
や
プ
ラ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
園
芸
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
下
高
井
農
林
高
校
の
園
芸
福
祉

コ
ー
ス
の
生
徒
と
交
流
を
交
え
な
が
ら
野
菜
づ
く
り
を

行
い
、
今
ま
で
育
ん
で
き
た
経
験
や
知
識
を
発
揮
し
て

い
た
だ
く
場
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
村
民
の

皆
様
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
安
心
・
安
全
な

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
な
る

よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

お米 10㎏、タオル類、着物、野菜、
果物等のご寄付をいただきました。

あたたかいご寄付を
　ありがとうございます。

８/10㈫ 〇安心買い物ツアー（対象：北部地区）

８/11㈬ 〇ふれあいランチ

８/12㈭ 〇安心買い物ツアー（対象：南部・中部地区）

８/25㈬ 〇ふれあいランチ

９/１㈬ 〇心配ごと相談（相談員…調停委員・民生委員・
　　　　　　　   　　　　人権擁護委員）

９/８㈬ 〇ふれあいランチ

９/15㈬ ○無料法律相談（相談員…天然寺法律事務所
　　　　　　　　　　　　齊藤善隆弁護士）

９/22㈬ 〇ふれあいランチ

社協の予定 ８/10～９/30

新型コロナウイルスの影響により、予定を変更する場合があります。
ご理解とご協力をお願い致します。

つぶやきコーナー

・「立てば芍薬、座れば牡丹、
　　　　　歩く姿は百合のよう」

歳を重ねるって
　こういうことだで…

・「立てば疲れる…座れば眠る
　　　…歩く姿はまず見ない…」

　7月 8日、飯山地域
シルバー人材センター
木島平班の会員約 2０ 名
で社会福祉協議会周辺
の草刈り作業をご厚意
により実施していただ
きました。
　梅雨時期の大変な作業でしたが、おかげさまでと
てもきれいになりました。
　どうも、ありがとうございました。

飯山地域　シルバー人材センター

除草ボランティア活動　ボランティア運営委員会では、子育て世代の
人たちとのつながりを深める一環として、お昼
寝アート制作に取り組んでいます。
　今回のテーマは「七夕」です。かわいい織姫、
ひこ星の衣装も用
意しています。
　ご興味のある方
は、毎週木曜日に
開催される“にこ
にこクラブ”へお
越しください。

お昼寝アート



 

 山田 菜
な な こ

南子ちゃん

 平成 30 年 10 月 30 日生まれ
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 （千石区/勇
ゆ う き

気さん・麻
ま り こ

理子さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！
ご応募されたご家庭には、DVDまたはBlue-rayDiscのど
ちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。
詳しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 ８月１日現在
（平成 27 年国勢調査に基づく推計値）

2,045（±０） 2,183（±０） 4,228（±０）1,571（±０）

　

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き

で
、
ア
ニ
メ
を
見
な
が
ら
楽
し
く

歌
っ
て
踊
る
菜
南
子
ち
ゃ
ん
。

　

一
人
で
ト
イ
レ
に
行
け
る
よ
う
に

練
習
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

自然劇場

◆令和３年 ８月 10 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

８月掲載承諾分動きの人人人人

村
長
ひ
と
こ
と
（
72
）

楽
し
み
を
見
つ
け
よ
う

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博

　

予
想
以
上
に
と
言
え
ば
失
礼
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
人
選
手
が
活
躍
し
、盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
も
盛
り
上
が
り
、
複
雑
な
心
境

で
す
が
、
落
ち
込
み
が
ち
な
気
持
ち
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い
る

の
は
確
か
で
す
。

　

そ
し
て
、
お
盆
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
「
来
年
の

お
盆
に
は
」
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
同
様
感

染
拡
大
の
最
中
と
な
り
、帰
省
し
た
家
族
と
先
祖
の
霊
を
供
養
し
、

旧
友
と
盃
を
交
わ
し
、
家
族
で
旅
行
す
る
、
そ
ん
な
今
ま
で
の
お

盆
が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
暗
い
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
と
な
お
さ
ら
気
が

滅め

い入
り
ま
す
。
村
内
で
は
高
齢
者
の
接
種
が
７
月
中
に
終
了
し
、

若
い
皆
さ
ん
へ
の
接
種
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
報
道
で
は
、
高
齢

の
感
染
者
が
減
り
、
重
症
化
率
も
下
が
る
な
ど
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

効
果
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
治
療
薬
の
治ち
け
ん験
も
始

ま
り
ま
す
。
海
外
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

様
に
扱
う
政
策
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
は
完
全
に
収

束
す
る
こ
と
な
く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
定
期
的
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
し
、
治
療
薬
で
抑
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
い
ず
れ
は
普
通
の
生
活
が
取
り
戻
せ
ま
す
。

　

暗
い
話
ば
か
り
で
な
く
、
明
る
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
た
い

も
の
で
す
。例
え
ば
夏
の
甲
子
園
の
開
催
決
定
も
そ
の
一
つ
で
す
。

思
い
返
せ
ば
２
年
前
、
飯
山
高
校
が
甲
子
園
に
初
出
場
し
、
地

域
全
体
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
年
は
観
客
を
制
限
し
て
と

は
い
え
、テ
レ
ビ
観
戦
と
い
う
楽
し
み
が
一
つ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

我
慢
に
自
粛
、
そ
ん
な
生
活
の
中
で
も
楽
し
み
を
見
つ
け
出
す
こ

と
は
励
み
に
な
り
ま
す
。

ごめいふくをお祈りします

　  ７   .16          南　鴨     　尾澤きわ子
こ

　　    （93）
　  ７   .20          北　鴨     　水澤　秀

ひ で こ

子　　    （97）
　  ７   .21          内　山     　土屋　郁

い く お

雄　　    （86）
　  ７   .29          市之割     　椚原美

み え こ

恵子　　    （91）

　  ７   . ７          高　石     　関谷　守
す ば る

晏  （和
かずしげ

茂 ・清
さ や か

香）
　  ７   .13          部谷沢     　佐藤　希

の あ

海  （  尭
たかし

  ・  渚
なぎさ

  ）

広報・村公式ウェブサイトの広告募集中

～暮らしに役立つ広告をお待ちしています～

広報きじま平、村公式ウェブサイトへ掲載する広
告を随時募集しています。
詳しくは政策情報係までお問合せください。

※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

こんにちは赤ちゃん
    　誕生日　        集　落　　　　氏　　名            父・母
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